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樋 口 康 一
は じ め に
本稿でとりあげるBhadracaryaprapidhanaraja(以下ではわが国における
通称にしたがい 『普賢行願讃』 とよぶ)は かなり早い時期に蒙古語に翻訳され,
また広 く蒙古入に親 しまれた仏典の一つとして有名である。 トゥルファン出土
文書の中には14世紀のものと推定される 『普賢行願讃』の刊本断片が2葉 含ま
れてお り,一方例えぽPozdneevは蒙古の仏僧の間に最 も普及 している讃頒
(1)
として 『普賢行願讃』の名をあげているし,世界各地の蒙古語文書のコレクシ
ョンのいずれをとりあげてみても必ず と言 っていいほど 『普賢行願讃』が所蔵
されている。
しかし 『普賢行願讃』はこのような文化史的な資料 としての重要性 もさるこ






























文書 と比肩 し得る資料 として蒙古仏典が注 目を集めるようになったのである。
元代には仏典の蒙古語訳がさかんに行なわれたと伝えられているが,当時の
刊本,写 本はほとんどが散扶 し今 日には伝わっていない。現存の蒙古仏典はほ
































活を顕示 して余纏な く」,「要するに大乗仏教の信条を遺憾な く表現 したもの」
(1)
である と言 われている。
梵 文,蔵 文のテキス トについては単行 の仏典 として各種 の異本 が伝 え られ て
(2)
い る。漢 訳については,単 行 の形 式を とる もの として仏陀祓陀羅i訳『文殊 師利
発願経』(大 正296),不空訳 『普 賢菩薩行願讃」(大正297)があるが,い わゆ
る 『六十華厳 』(大正278)や 『八十 華厳 』(大正279)には収め られていない。
しか し,後 二者の 「入法界品 」の章 に相当す る 『四十華厳』(大正293)の末尾
(3)
にはこの讃頒が置かれ ている。梵,蔵,漢 訳のほか,さ らに ウィグノレ語訳,コ
(4)
一タ ン語訳 も断片 なが ら存在 してお り,こ の仏典 の広い流行 を物語 ってい る。
2.『 普賢行願讃』の蒙古語訳 とその分類
現在,所 在 が明 らかな 『普 賢行願讃』 の蒙古語訳 は18種ある。諸般 の事情か
(1)(2)
ら本稿 で対 象 とするのは この うちの17種である。その内訳は写本4種,影 印本
(3)
の出版 され ている版本4種,影 印本 は出版 されていないが利用可能 の版本9種
である。
(1)『普 賢行願讃』がすでに14世紀には蒙古語訳 されていた と推定 されてい
ることは前述の通 りであ る。 トゥノレフ ァン出土 文書 中の2葉 の断片の うち一方
(T皿T662)は第1頒 第1句 か ら第4句(以 下1(a)～(d)と表 わす。他 の もの
(5)
も同様 である),他 方(TM8)は32(c)～33(b)に該当す る。
コペ ンハ ーゲ ンの王立文書館 には製作年代不 明の 『五種願讃』(TabunIr茸一
(4)
ger,『普賢行願讃』や 『仏説弥勒菩薩発願王 偶』等5種 の願讃 を集 めた もの)
(6)
の写本 断片があ り,こ れに 『普 賢行願讃』 が収め られ ている。 これ は冒頭～11
(c),20(b)～29(b),32(c)～37(d)を欠 く。 以下 では 同館 の 整理番号 に したがい
Mong382と略称す る。
大阪外国語大学石浜文庫に も 『五種願讃』に類 す る仏典集の写 本があ り,こ
(7)
こに も 『普賢行願 讃』 が収め られてい る。 これは完本である。 以下 では石浜写
本 もし くは1と 略 称する。
龍谷大学図書館に も 『五種願讃』 に類す る 仏典集 の 写 本があ り,こ こに も
(8)
『普賢行願讃』が収め られてい る。 これ も完本であ る。以下では龍谷写 本 もし
くはRと 略称す る。
今回利用 し得たのは以上4点 である。 ほかに ダ ブ リンのChesterBeatty
文書館に も17世紀の もの と推定 され る 『五種願讃』写 本があ る旨報告 されてい
る。 これにはLigdanQan治 下 でカ ンジ ュール翻訳 に従事 した 訳官の一人
(9)
Dayi6inTayijiが翻訳 した旨の奥書 がある とい う。
(2)現行の蒙古大蔵経 の経 部,い わゆる カンジュールには3点 の 『普 賢行願
讃』 が収 め られている。す なわちLigeti1942-4の整理番号 に したがえばNo.
(10)
731(以下 ではK731と略称 する,他 も同様),No.848,およびNo.1144である。
K848は華厳部 の最終巻 に置かれ てはいる もの の,形 式上 は 『華厳経』(K847)
とは独立 した もの とい う体裁 を とっている。 なお 『普 賢行願讃』 を3点 収めて
い るとい う点では西蔵 大蔵経 と平行 してい る。
またInterrlationalAcademyofIndianCultureには漢蔵満蒙対訳の 『普
賢行願讃 』版本が所蔵 されてお り,こ れはLokeshChandra1979に収録 さ
(11)
れてい る。以下では同Academyの 整理番号 にしたがいMongO6.45と略 称
す る。
r
(3)清代 に北京 で開版 された木版仏典 に関する包括 的な研究書Heissig1954
に よれば,17世紀以降に2点 の 『普 賢行 願讃 』が開版 されている:同 書 の配列














6hgorusibaに各 々 『普 賢行願讃』 が収録 され ている。 なおPLB13,67,
72の三者は全 く同一の内容で あ り,奥 書 にはす でに これ らに先 き立 って(お そ
(18)
ら くは元代 と推定 され る)成 立 していた原 典に対 して,LigdanQanの時代の
翻訳家SUr茸mが 改訂を加えたテ キス トに これが依拠 してい る旨の記載が ある。
以下ではPLB72所 収の 『普賢行願讃』の テキス トによって三者 を代表 させ る。
一 方PLB49は 前三者 とは内容 に異同があ る。Heissigはこれが清朝 による蒙
古大蔵経刊行に際す るいわば副産物で あ り官製版 に採 られ なか った異本 の集大
(19)
成 であるとい う可能性 を示唆 している。成立 の過程 に.はなお不明 な点が あるに
せ よ,こ れ らの資料的価値は高い と考 えてよい。







kemegdek茸orusibaにも 『普賢行願讃』が収録 されて いる。
東洋 文庫所蔵 の木版 仏典集 の中には 『普 賢行願讃』 を収録 した ものが7点 あ
る。PoPPe,Hurvitz,Okada1964の配 列順序 に したが うな ら11(以下 ではT11
と略称 する,他 も同様),63,72,75,97,99,100がそれであ る。 この うちの
4点T11,63,72,99は各 々PLB72,49,183,66に該当す るが,残 る3点
につ いてはHeissig1954には直接に 該当す るものは見当た らない。T75は
(22)
「ラシル ンポ法会念諦経」,T97は 「帰依経 」 とい う秩題 を もつが,と もに奥
(6)




kemegdek廿orosibaは「ラシル ンボ法会 の際念 調する諸経」 とい う秩題を も
(24)
ち,1736年に開版 された ものである。
これ らの写本,版 本 が代表 する 『普 賢行願讃』 の蒙古語訳 の四章句 を以 って
一願を構 成する とい う形式 を踏まえている とい う点では全 て共通 している。 し
か し行文 に観 察で きる言語上 の特徴 の有無 や字句 の異 同にて らして,さ らに下
位分類 が可能である。
(25)
まず,ト ゥル ファン断片 を除 ぎ,他 は先古典期蒙古文語特有 の形式b廿gsen
を行 文中に保存 するか否かで二 種に大別 で きる。保存 する1,R,Mong382,
K731,848,1144,PLB49,72,ユ42,183,MongO6.45を便宜的 に 「旧訳
と称 し,残 るPLB66,149,T75,97,100を同 じ く 「新訳 」 と称 する こと
にする。
次 に字 句の異同 とい う観 点を導入 する と,次 のよ うに新 旧いずれ も各3種,







Aの4者 の間 の異同はほ とん どが正書法上の差異 として処理 し得 るか,も し
くは誤記の類 と見 なし得 るもので ある。 これ らは同一の底本に依拠 した可能性
が濃厚 と見て よいだ ろ う。
BCに ついては,PLB49,72,142,183,MongO6.45の5者は同一の底本





新訳3種 の うちEの3者 は一部の書記法上の差異を除けぽ行文そのものは完
全に一致している。一方T75は新訳 とは言いながらも,行文そのものは旧訳の








い。また,旧訳1や 新訳1と いっても,あ くまで便宜的なものであり,対応関































これ は例 えば16(c)ではR,Mong382,K731の3種にこの形式が出現す るこ
(28)
とを示す。 こ こでは57(a)の例を あげ る:
57(a)
Aminu道k廿k茸i6aγboluγsan-dur-i:









古典期i蒙古文語 の通常 の奪格語尾 は 一a6a/一e6eであ るが,こ れは二 次的 な
発展形式で あって,与 ・位格語尾 一*a/一eに本来 の奪格語尾*一6a/一6eが接続
(29)
した もの と推定 されてい る。 この 一6a/一6eの用例 は次 に掲 げ る1362年の漢蒙対









「い に し え よ り ウ ィ グ ノレ王 は 」
こ の 一6a/一6eがAの石 浜 写 本 で は20(a)にお い て 使 用 さ れ て い る:
20(a)
Alayaγankigednisvanis-unsimnus-un1)慧iles6e2):








(3)数 の 一 致
修 飾 語 ・被 修 飾 語 間 の 数 の 一 致 の 現 象 は,先 古 典 期 蒙 古 文 語 に 顕 著 な 傾 向 で
(30)
あ る 。Tを 除 く新 訳 各 種 で は 皆 無 の こ の 現 象 が,旧 訳 で は 次 の5(c)を初 め と し
て 数 箇 所 で 観 察 で き る=
5(c)
AdegedUjulakiged1)sayin6n廿r-tenk廿jis-iyer:











次 に掲 げる11(a)ではBのk廿seg6inがACのk廿seg6idに対応 している。
後者 の マ6id/一96idは行為者 を示す形動詞語尾 一γ6i/一96iの通 常の複数形 であ
るが,前 者 の 一γ乙in/一g6inは先古典期蒙古文語特有 の複数形 である:
11(a)
Aaliber1)nirvanbolunk茸seg己idteden-dUr:










であ るが,こ の よ うな 一nによる複数形 の構成 は上述 の5(c)のA～Dに おいて
使用 されてい る6n廿r-ten「薫 りの よい」(<6n廿r-tei)等に も見出 され る。 こ
(31)
れは先古典期蒙古文語 において生産 的に使用 された構 成法であ った。
(5)Benedictive語尾 一dqun/一dkan
命 令 ・願望 法中のBenedictive語尾 について は古典期蒙古文語 では 一γtun/
一g箇nあるいは 一γtui/一gt廿iがもっぱ ら使用 され るよ うになるが,これは二次的 な
発展形式 で,本 来 の形式 一dqun/一dk廿nにmetathesisが起 こった結果生 まれ
(32)(33)



















この副 動詞 は 古典期蒙古文語 では 接続 し得 る 動詞語幹 が きわめて限 られ,
茸9哉1erUn「～が言 うには」 のよ うな化石化 した 表 現中でのみ 使われ るにす ぎ
ないが,先 古典期蒙古文語 では きわめて生産的に使用 され,種 々の意味を担 い
(34)
得た と考え られてい る。その一つ と見 なし得 る例が11(b)のBに見出 され る:
11(b)
Aqamuγamitan-i1)tusakigedjirγalang-untulada:




















この語尾は本来は形動詞語尾で あった と推定 されてい る。先古典期蒙古文語
においてki一「す る」 の分離副動詞形kigedに格語尾が接続 し,副 動詞が あた
か も実詞で あるかの よ うな扱いを うけてい る用例が見出 され る。 これは この語
(35)
尾 の形動詞起源 を物語 る 現象 と 解釈 されてい る。 この場合 のkigedは 「……
(12)
と,… …な ど」 の意味 を もつ。 一方,ki一以外の動詞の分 離副 動詞形が実詞的
に使用 され,格 語尾 を したが えている用例 はきわ めてまれ であるが,旧 訳 テキ
ス トの うちのい くつか では次 に掲げ る32(d),58(c)において,動 詞b廿 一の分離
副動詞形bUgedに 格語尾が接続 してい る用例が見出 され る:
32(d)
Anigengsan-u1)qubibUged-iyer/saγun廿ileds廿gei3)/2)::
























石 本 写 本,








K731のqubi恥ged-iyerに つ い て は,髄gedは 実 詞 的 に 使 用
具 格 語 尾 一iyerは時 を 表 わ す 機 能 を に
(13)
な ってい ると解釈 す るな ら, .「分際 のあ る間に」 と訳 出する ことも可能 か と思
う。
teyinbUged「その よ うであ って」 は これ自体 が一つの副詞 句であ り,仏 典
では梵語vi一,チベ ッ ト語rnam-parに対す る訳語 として使用 され ることが多
(36)
い。PLB49,72,142,183,MongO6.45においては これが もとの実詞 として
の意味 で使用 され,与 ・位格語尾 を ともな うこ とが副詞化 していると考 えたい。
これ ら二つ の例 ではb荘gedはkigedの よ うな特殊化 した意味 ではな く,
形動詞 の実詞的用法 とい う一般的 な用法 で使用 され ていると推定 できるが,そ
の正確 な意味や機能 の詳細 につ いてはさらに検討 を加 える必要 がある。
bagedはまた上述54(d)のCbuubugedsaγaradqunや32(d)B～Dの
qubi-durbUgedでは本来 の意味,機 能 を離れ言 わば一種 の小詞 として使用 さ
れてい ると見 なし得 る。 このよ うな用例は中期蒙古語,先 古典期蒙古文語では
(37)
多数報告 されてい るが,次 に掲げ る59(d)の例 をは じめ,旧 訳 テキス トお よびD
において もこの用例を見出す ことが できる。
59(d)
Avivangkirid-i1)/biber/2)tendeolquboltuγai::









特 に32(d)の諸例が示す よ うに,こ の小詞的 なb廿gedと 格語尾 を したがえた










これはb廿一に完了の形動詞語尾 一gsenが接続 したものである。 この形式は,
現在までに,14世紀頃に著作,翻 訳されたことが確実な文献資料にわずかに合
計9例 が見出されているにすぎない。すなわち,「元朝秘史」,「金剛般若経」,
『入菩提行論』に各1例 およびいわゆる羽田写本に3例,ま た 『宝徳蔵般若』
(39)
に3例 で あ る 。 こ のb廿gsenが 旧 訳 各 テ キ ス トの2箇 所(18(c),50(c))で見
出 さ れ る の で あ る 。
18(c)
Aqamuγamitan-ukelenanuked且ibUgsenbUges壮:


























古典期 文語 においてはamurji一「静 まる」(<amur「静 けさ」),maγujira一
「悪 化する」(<maγu「悪 い」)な どにみ られ る 一ji一,一jira一/一jire一とい う動詞
派生語尾 が使用 され るが,先 古典期文語 ではさ らに これ らと機能 を同 じくす る
一jid一とい う動詞派生語尾 が 使用 され ていた と推定 され ている。 前二者 がその
後 も生産性 を失 なわず 現代語 において も 使用 されてい るのに 対 して,一Jid一は
次 に掲 げる 『入菩提行論』 において用例 が1例 確認 され るのみで,こ れ以降 の
(40)






「その恩恵 によ って向上 したの なら」
1312はトウル フ ァン出土文書 中の断片で,1312年刊行の 旨の奥書が ある 『入
菩提行論註釈』 版本 の 行 文,L6はInternationζlAcademyofIndian
Culture所蔵の16～7世紀 の もの と推定 され る「入 菩提行論」写本 の行文,Kow
はKowalewskij校訂の,T1748は 蒙古大蔵経 タンジュール(1748年刊行)
所蔵 の 『入菩提行論』 の行文 である。 タ ンジ ュールの テキス トはそれ までの も
の に改訂 を加 えたテキス トと考え られてい るが,そ こでは もはや 一jid一に よる
動詞派生が行 なわれ てい ない ことに注 目されたい。 この 『入菩提行論 』に見出
(16)












B。 新訳 に関 して
新訳 の うちDは 上 で引いた11例の文例 に限 ってみて も,(31の数 の一致,(6)の
b嬉edの小詞的 な用法,(7)の一jid一に よる派生法 に関 しては旧訳 と軌 を一 にし
てお り,EFと はやや異質 である ことが理解 され よ う。
Eは 先古典期 のお もかげ をほ とん ど残 さず,古 典期蒙古文語 の規範 に比較的
忠実 である と言 えるのに対 し,Fは 特 に綴字の面 で文語 の規範を逸脱 してい る
例 が若干 ある。
上述 の文例 中では57(a)のkej(i)yebi,11(b)のjirγ(a)γulquyin等がそれ で
ある。無論 単 なる誤刻 と見 る ことが 妥当 な ものが多 いが,何 らか の音声学的
な事実 を反 映 した と見 られる もの もあ る。11(b)のtusaladがそれである。動
詞tusala一の分離副 動詞形であ るか ら,文 語の規範に したが うならtusalaγad
となるべ きであ るが,現 代モ ンゴル語(ハ ルハ方言)のTycπaa双を参照する
なら,tusaladは母音 間の 一γ一/一9一の脱落 とい う事実 を 反映 した 形式 と見
る ことが可能で ある。Fで は他に47(a)のkiJar「境界」(Mo・kijaγar),52(b)
のiluur(Mo・ijaγur「根源」,55(a)batur「英雄」(Mo・baγatur)の形式が
(17)
現 われ る。 この現象 自体 は中期蒙古語 にお いてその崩芽が観察 され,.Fの開版
(40)
され た時期 にはす でに完了 していた と考 え られ るが,仏 典類 で この現 象を反映
した形式 が現 われ る ことは比較的 まれ といえる。
形態 論の面で も旧訳 とは明 らかに異質の,よ り新 しい時期の蒙古語 の特徴を
示 す形式 が新訳 においてい くつか観察で ぎる。
上述50(b)のDFに現われ る6uも その一つ である。CDを 比較 すれば6uが
berと同義で あることは容易に理解 でぎよ う。6uは 古典期蒙古文語 の時期 に
なって初 めて登場 し,そ れ 以前 の形 式berと 並 んで使用 されるよ うにな った
(41)
形式 である。6uは 特 にFで 頻 出す る。6uの 用例 はCのPLB49,Dで 各1例
であるのに対 し,Fで は奥書 中の2例 を含め計8例 で ある。
この6uと 密切 な関係 を もつ副動詞語尾 が 一ba6u/一be6Uである。 これ は過
去の定 動詞語尾*一ba/一beに*6uが接続 した ものにその起源 を有 し,古 典期
(42)
蒙古文語を特徴づけ る副動詞語尾で ある。54(b)のFにこの用例 がある:
54(b)
AbaribasubaungsibasubanekebesU:







また この文例中Eでbuyuがbadaki「 ～かあ るいは また」 と同義 である こ
とは明 白であ る。 この形式 の起源については疑問文におけ る繋辞 と して使用 さ
れ,「 ～で あるのか」 を意 味するbuyuと の関連の あることが 推定 で ぎる。
いずれにせ よ接続詞 としての用法が確立 され るの は比較的新 しく,先 古典期蒙














ば,お そらくは蒙古語 とは構造を異にしたであろ う原典の言語 と蒙古語 との構










各々3種 にすぎないのであるか ら,7種 のそれが存在する 『普賢行願讃』は蒙
古語仏典 としては異例である。 これは 『普賢行願讃』がいかに蒙古人に親 しま
れたかを物語 ると同時に,上 記の諸問題を検討する好箇の資料とな り得ること
を示している。
それ らの問題を検討するためにはまず 『普賢行願讃』の異本A～F間 の行文
(19)
の異 同を詳細 に見る必要 がある。 この予備 的作業 は完了 していない。 また,現
在 までに得 た知 見を細部 にわた って述べ る紙数 の余裕 秀ないが,い くつか の興
味深 い問題点が 明 らか にな って きている。
異本 の多 さで知 られ,つ ま りは広 く流行 した と考 えられ る仏典 としては 『入
菩提行論』 が最 も著 名である。1305年作 とされ るChoskyi加dzerの訳 その
ものは伝 わっていないが,1312年作 の註釈書 中に引用 され ている行文 をは じめ,
言 わば旧訳 にあたる ものが6種 あ り,ま た19世紀作 の2種 の新訳 もある。後二
者 は多分 に翻案 的な色彩 が濃厚 であるため,こ こでは とりあげない。 旧訳 だけ
をみて も6種 の異本 が存在す る とい う点 で 『入 菩提行論』 は 『普 賢行願讃』 に
匹敵 してい るか の 観を与 え るが,実 は そ うではない。 一例 として 『入菩提行
(45)
論』第9章 の62(a)～(d)をとりあげ る。1312年刊行 の註釈 書中の行 文は第10章の
後半部 のみであ り,一 方M480は 第10章を欠 くため,6種 全部 の行文 がそろ っ
ている章句 はないが,任 意 に とりあげた この箇所のみを見て も 『入菩提行論』












































「そのため,そ の声 の知覚 もない」
これ らの字句 の異 同は書記法上 の方針 の相違 とい うレベノレで処理 で きる。 も
ちろん ここに掲 げなか った章句 には単 にそれには とどま らず,訳 語 の選択 の差
異 とい う観点か ら見 る必要 のある もの も若干 は現 われ る。 しか し,い ずれ にせ
よ言わば些細 な 違いであ り,6種 の テキス トは 結局は1305年作 のChoskyi
hodzerの醗訳 に帰着 させ る ことがで き'る。 これ らには 『普賢行願讃』 の場合
でい うなら,例 えぱCに 属す る6種 のテキス トの字 句の異 同に相 当する もので
しか ない。
一方 『普 賢行願讃 』の蒙古語訳A～Fの 各行 文を比較対照 してみる と,そ の
相違は,特 にBCに ついては 『入菩提 行論』 の場合 と同様 に書記法上 の方針 の
相違 として処理で ぎるもの も少 くないが,全 く性質 を異 にする もの もかな りあ

























































なお,一 つ の蒙古語仏典 とこれ に対応 す る梵語 仏典,蔵 語仏典 との字句の異
同に関す る精密 な比較対照は,蒙 古語 仏典の成立 の経 緯を考え る上 で きわめて
重要 な価値 を もつ作業 と考 えられ るにもかかわ らず,ま た蔵本が蒙古本の原典
であるとの想定 に基づ く研究者が多いに もかかわ らず,ほ とん ど行 なわれてい
ない。最大 の理 由 としては梵,蔵,蒙 のそれぞれ にい くつ もの異本が あ った場
合,そ の相互 のテキス トの 系譜関係が容易には決定 し難い ことがあげ られ よ う。
『普賢行願讃』の場合 も梵本,蔵 本 に関す る文献学上 の諸問題 は少 なか らずあ
ると容易 に想像 し得 るが,幸 い にも泉1929をこは梵文の校訂 テキス トがあ り,ま
た蒙満蔵漢 の四言語対照 のテキス ト(そ の蒙文が本稿 のMongO6.45である)
の蔵文が ある。 もちろんこれ らが現在見 られ る蒙古本各種の底本 となった と考
える ことは安直 にす ぎよ う。 しか し,前 述の諸問題 を考察す る過程 で,あ るい
は これ に至 る予備的作業の段階 で直面す る問題のい くつか は,梵 本,蔵 本 ある
いは漢訳 を参照す るこ とで,そ の性格が把握 でぎる。その意味 で,敢 えて以下
(46)














A～Fの 字句 の相違 は単 なる書記法上 のもので は到底 あ り得ず,ま た訳語 の
選択 とい うレベノレです らとらえ られ ない もので あることは一見 して明 白であろ
う。そのい くつか を逐条的 に列挙す る。
(1)(a)ではAの γurban6arun,Dのγurbar16aγ一tura6iraγsan,Eの
γurban6aγ一turiregsOn,Fのγurban6aγ一turlal(a)r(a)γこiは全 て梵triya
dhvagatana,蔵dusgsumgshegspaに相 当す る。D～Fは 梵gat浸na,蔵
gshegspa垣にあたる部分 を,Da6iγraγsanのよ うに正確 に訳 出 して:おり,
要 はその訳語 の選択 の相違 と見 な し得 るのに対 して,A～Cは これ に相当す る
部分 が完全 に欠落 し,む しろ漢訳 に平行す るか のよ うな印象 を与 える。 またこ
の 「三世」 に相当す る表現 は他 に1(b),41(a),56(a)でも見 られ るが,梵,蔵 は
全 て共通 の字句 であるにもかか わらず,A～Fの 各 々の内部 におい て もその訳
語 は必ず し も一定 していない。 試 みに γurbanこaγ一unをタイプ1,γurban
6aγ一tura6ira一を 皿,γurbanこaγ一turire一を 皿,γurban6aγ一tur5alara一を



































一貫 して同一の形式 を使用 してい るAFを 除いた ものの中では,ど の よ うな
原理 に基づ き1～ 皿の3種 の形式 が使 い分 け られ ているのか は今 の ところ明 ら
かではない。 また,AFに して も,こ の例 の よ うに梵語,蔵 語 の形式 が一対一
で対応 してい る場合 はむ しろ例 外的であ る。
(2)やは り(a)についてAのqamuγ,EFのb廿9且deは 梵語sarva,蔵語
thamscadに相 当 してお り,こ の相違 は訳語 の選択 とい うレベルで とらえ る
ことが可能 であるが,B・)Dでqamuγ と 馳g慧degerが共存 してい ることは
梵文 や蔵 文にて らして説 明す ることはで きない。
(3)(b)のk肛dUn,k荘rd一伽,kUrd廿はいずれ も梵語cakra,蔵語 敏orlo
に相当す るもので あるが,A～Dに 見 られ るnom二unは 梵,蔵 文 のいずれに
も見 出せ ない。「(法)輪」に相 当す る形 式は このほか10(d),35(b),53(c)にも見
られ梵語,蔵 語 の形式は一定 してい るのに対 し,nom-unの有無は必ず しも一
定 ではない。試 みにnom-unを 有 す る場合 を+,有 さない場合を 一としてそ
の状 況を表示す る。
AEで はnom-unの 有無 は一貫 してい るが,他 の ものでは どの よ うな原理
に基づいてその有無が決定 で ぎるのかは今の ところ明 らか では ない。
(4)B,D～Fで はk茸rd茸n,k廿rd-Un,k廿rdUに後続 してyosun～yosun
が現われ る。 これは梵語nayalp,蔵語tshu1に相当す るが,ACに はこれ に対
応す るものが ない。
(25)


















(5)また蔵本 ではtshulrnamsで「理趣」が複数 である ことを示 している
が,こ れ に平行 してい るのはEFの みでBDで は単数形 のyosunが 使用 され
てい る。 ここでは詳述 しないが,一 般 に蒙古本 におけ る複数形 を示 す語尾 の出
入は梵,蔵 本 におけ る単複 の区別 とは平行 しない場合が多 い。
(6)(b)のAB,DEに見 られ るsayiturあるいはFのmasiは 蔵語rab-tu
に対応す るもので,こ れ らは梵語の接頭辞vi一,pari一,pra一の訳語 であ り,文
の実質的 な意味 にはあま り関わ りを もたない。Cは これ を欠 く点 で特異 である。
蔵語rabtuは(d)にも現 われ るが,これに対応す る蒙古語の形式 はA飢emji,
B～Dmaγad,FoγoγataでE以外は(b)とは一貫 しない。
ちなみに(b)のsayitur,masiは梵語 の接頭辞pari一に,(d)の廿1emli,maγad,
oγ07ata,sayiturは同 じ くpra一に対応 す る と見 てよい。む しろ梵語形式 との
対応関係が これ らの形式 の分布 を決定 している とい う可能性 もあ りそ うだが,
これ もない と見て よい。例 えばpra一については32(b)セこもahalpPravi忌eyam
とい う31(d)と全 く同一 の形式が現われ る。 蔵本 は31(d)と異な りbdagkyang
hjugParbgyiとPra一を訳 出 しないが,蒙古本は これ と完全に平行 してsayitur
等 の形式 を 一切使用 していない。 したが って,sayiturをは じめ とす る一連
の形式の分布,あ るい は有無そ のものは梵本,蔵 本 のいずれ を参照 して も一義
的 に決定す る ことは必ず しも容易 ではない と考 え られ る。
(7>6uはberと ともに蔵語yangに,anuはinuと ともに蔵語niに 相
当す る傾 向があるが,(b)ではFの6u,(c)ではA～Dの 句末 のanuは どちら も
(26)
梵本,蔵 本 のいずれ に も対応す る形 式が見出せない。
(8)語順 に関 して言 うな ら,(c)ではFのbaraγdasiUgei-dUrのみが蔵本 の
1nizadlaと平行 し,逆 に言 えば蒙古語本来 の語順 を崩 してい る と見て よい。
一方(d)ではF以 外 は全 てbiberはk驚Un-iyerに後続 し,こ れ は蔵本 の語順
と平行 しているのに,Fの みbiberが語頭 に立 ってい る。
以上は この31(a)～(d)において看取 で きる問題の全てでは な く,言 わば任意に
取 り上 げた ものにす ぎないが,こ れだけを見て もA～F間 の字句の異同がは ら
む問題がいかに複 雑で あるかが理解 で ぎるはずである。語 順の問題 は別 に して,
総体 としての蒙古 本 と蔵本(あ るいは梵 本)の 間の形 式の対応 関係のみを見 る
に して も,1対1,1対 ゼ ロ,ゼ ロ対1,1対 多,多 対1,多 対多 と種々の可
能性をは らんでい る。 また,A～Fの 内部において も一定 の蔵語 あ るいは梵語
の形式に常に一定 の蒙古語 形式が対応 してい るわけで もない。
これ らの異 同は部分 的には,例 えばDはCの 行文に依拠 し一部を改めた とい
うよ うな相互の依存 関係を設定 する ことであ るいは説 明可能か も知れ ない。 し
か しそれだけで全 てが解 決で きるとは考 え られない。
筆 者は さらに,二 つの方 向か らこの問題 を考え ることがで きると思 う。
一 つは蒙古語訳 の性格 に関わる ものである。従来 仏典 の蒙古語訳 は蔵語原典
の機械 的な逐語訳 と見 なされ て きた。 その代表的 な見解 はPoPPe1971のIn-
troductionpP.5～7に見 られ る。PoPPeの論 じた 『金剛般若経』 と,こ こで
論 じる 『普賢行願 讃』は散 文 と讃 頒 とい う点で少 な くとも原典の言語 の性格 を
異に している ことは事実 としては認 めなければな らない し,そ の差異 が訳文 の
蒙古語 に も反 映 してい る可 能性 はあ り得 る。 しか し,Poppeのい う 「逐語訳」
(verbatimtranslation)が,仏典 の古典西蔵語訳 の よ うに一定 の対応規則 を
適用 すれば,機 械 的に還梵 が可能であ るとい う類 の逐語訳 を意 味 した もの とす
るな ら,『 普 賢行願讃』 に関す る限 り筆者 はPoppeの 見解 には与 し難 い。 た
しか に,仏 教用語 の中にはそのままでは蒙古語 としては理解 しに くい もの もあ







































(2)泉1929,PP.372～4,山 田1959,PP.91～2を参 照 。
(3)泉1929,PP.375～8を参 照 。
(4)山 田1959,p.194を参 照 。
(5)Haenisch1959のP.18にTM8,P.21にTIIT662の 写 真 が 掲 載 され て い る。 両 断 片 は
Altangeral,Cerensodnom両氏 によ って 『普 賢 行 願 讃 』 の 一 部 で あ る こ とが 明 らか に され た 。
Altangerel,Cerensodnom1967を参 照 。
(6)Heissig-Bawdenl971,P。244を参 照 。
(7)同 文 庫 に はTabunirttger・ttnsudur(五つ の 願 讃 の 経)と い う題 名 の 貝 葉 型 の 写 本(9・2
cm×24・2cm)が収 め られ て い る22葉45面か ら成 り各 面18～9行 の 行 文 を もつ この 写 本 に は単 行 の
六 種 の 願 讃 が 収 録 さ れ て い るが,こ れ は実 は よ り大 部 の写 本 の 一 部 で あ る と 推 定 で き る。 この 写
本 の 冒頭 第1面 に は34とい う 通 し番 号 で 帳数 が 示 され て お り,一 方 同 文 庫 に は これ と同 一 の 筆 跡




(表題 は な く欄 外 に こ の 名が 記 され て い る)
3)Ωamurnigtt1・nligtid-inamanCilaquineretilsudur(一切 の 罪 を 断 つ と い う名 の 経)
〔10a～21b〕
表 題 はAltankijaγaXur・ullsudur(黄金 の 刃 の経)　
4)Jaruratuqab6arai-a6atonilrar6isudur(深き 谷 間 よ り救 い 出 す経)(22a～33b)
これ 以 降 がTabunirttger・Unsudurであ る。
5)Sayinyabudal-unirttger・Unqa7an(普賢 行 願 王)(34a～45a〕







こ の う ち5)が 『普 賢 行 願 讃 』 で あ る。
巻 末 に は奥 書 が あ り,そ こで は この 写 本 全 体 を さ してArbanekittik61gensudur(十根 源
乗 経)と よん で い る。qar・ataulaijil(壬卯 の 年)に 書 写 され た 旨が 記 され て い るが,こ れ が 西
暦 の 何 年 に あ た るか は特 定 で き な い。 ま た,訳 者 が 書 写 に関 係 した 人 物 の 名 も あげ られ て いな い。




未 詳 の 語 や 表 現 は あ るが,大 意 は 「「十 根 源 乗 経 』を 壬 卯 の年 の夏 の初 あ の月 の10日に始 め14日
に書 き終 え た」 旨で あ る と推 定 で き る 。 こ の 壬 卯 の 年 は 不 詳 で あ る。
な お,い わ ゆ る 『五 種 願 讃 』 は9utur・tusayi-yabuda1・unirttgel・tinqaran(『普 賢 行
願 讃 』),Mayidari・yinirttger(r仏説 弥 勒 菩 薩 発 願 王 偶 』),6ary-aavatara・yini「Uge「,
TerigUndumdae6tisrurban・uirUger,Sukavati・yinirttgerの五 種 の願 讃(順 序 は不
同)か ら構 成 され る もの で,こ こで ふ れ た もの とは構 成 を異 に して い る。
(8)Heissig1964,p.86を参 照 。 この 写 本 はIrtigel-Unqaγan(r願王 』)と い う表 題 を もつ が,
内容 はr五 種 願 讃 』 で あ り,註(7)で 紹 介 し た5種 の願 讃 を 収 めて い る 。奥 書 に は製 作年 月 日
の 記 載 は な いが,Heissigは16～17世紀 と推 定 して い る 。
(g)Heissig1962,pp.20～21,Snellgrove&Bawden1969,p.96,No.1922の記 述 を 参 照 。
(10)K731とK1144は単 行 の 仏 典 と して 各 々 「秘 密 経 」 の部 第24巻(通 巻第24巻)332r～336v,
「律 師戒 行 経 」 の部 第16巻(通 巻第59巻)279r～302rに収 め られ て い る 。K848は華 厳 経 の 最終 巻
で あ る 「i華厳 経 」 の部 第6巻(通 巻第108巻)250r～254rに収 め られ て い る。 いず れ に も奥書 は
な い 。











(22)PoPPe,Hurvitz,Okada1964,PP.62～64を参 照 。 　
(23)PoPPe,Hurvitz,Okada1964,PP.79～86を参 照 。 な おHeissigはPLB60JirUken-
Utoltasudurorusibaと内容 的 に 重 複 す る部 分 の あ る こ とを 指 摘 して い る。Heissig1964,
pp.54～63を参 照 。
(24)PoPPe,Hurvitz,Okada1964,PP.96～101を参 照 。 な おHeissigは こ れ とPLB85
Blama-yintaki1-ulljangtiilesayin6量rulran-urasiyanqural・ibaγulrar6ikemegdekU
o則sibaが 内容 的 に重 複 す る部 分 の多 い こ とを 指 摘 して い る 。Heissig1964,PP.54～63を参
(30)
照。
(25)この形式 はきわめてまれな もので,行 文 の相対 的な年代決定 に十分貢献 し得る。詳 しくは後
述3のA(8)を 参 照。
(26)一部の外来 語の表記には各 々のテキ ス トの特徴が現われて いる。例 えば梵語bodhi「菩 捌,
bodhisa重tva「菩薩」 に対 して,1,R,Mong382,PLB72,142,183,MongO6.45では各 々
bod玉,bodisdvといわばウ イグル的な表記を採 ってい るの に対 し,K731,848,1144,PLB49で
は各 々bovadhi,bovadh…saduvaという表 記を採 ってい る。 しか しこのよ うな傾向は全ての
外来語 に共通 しているわけではな く,そ こに 何 らか の体系性 を見 出すこ とは 困難である。また個
別的 には若干の興味深 い事例 もあるが,そ れ らについては第二部の註で とりあげ る。
(27)樋口1980,PP。186～7を参照 。
(28)以下 の引用 は全 て第二部 で採 った方 式に基づ く。 個々のテキス トの 行 文における問題点 につ





(33)一d・は動詞語幹 伍1ed・の一部であるか ら,EFの 伍1edkUnはこの語尾 を含ん だ形式 と認





(38)小詞的なb茸gedの用例はさておいて,こ のよ うに格語尾を したがえた用例 は報告 されて いな
いよ うであ る。管見の及ぶ限 りで はこの 用例は仏典 にの み観察で きる。 『普賢行願讃』 とともに
『五種願讃』 に収録 されてい るr仏 説弥勒菩薩発願王渇』 のテキ ス トのうち 言わば旧訳 にあたる
ものの中 に1例 ある。 さらにいまカンジュールのEldeb(「諸品側)の 部 に収録 されて いるもの
か ら任意 にとりあげてみ ると,『 解深密経』(K861)に1例,『悲華経』(K866)に2例,『般
舟 三昧経』(K890)に3例,さらにr法 華経』(K868)に至 って は90例が確認でき,必 ず しもま
れ とは言い得ない。 『法華経』 におけるb廿gedの用例 については,第23回野尻 湖 ク リル タイに
お いてその意味す る問題の い くつかを指摘 した。別稿 にて詳述す る予定である、
(39)樋口1980,PP。198～9,樋口1987,PP。013～5を参照 。
(39)Cleaves1954,P。117の註293を参照。 なお疑問詞kenは ここで は文殊師利を修飾す る一
種 の関係代名詞 として機能 して いる。 また行文はHeissig1976,p.235の字句 異同の図表 に
基 づいて再構成 した ものであ る。
(40)この現象 につ いて はPoPPe1955,PP.59～73を参照 。
(41)樋口1987,PP.018～9を参照。
(42)樋口1980,p・190,樋ロ1987,pp・018～9を参照 。
(43)Poppe1971にはオ イラ ト語訳を含む3種 の校訂 テキス トを掲載 する。 他 に'Sark6zi1972





(46)漢訳 はMongO6.45ともに掲げ られて いる不空訳の ものであ る。




以 下に各 テキス トの行 文を紹介する。
A～Fの 分類 は第一部 で述べ た ものに基づ く。
これ らの うちAは 石浜写本,CはPLB72,EはT97/100を 底本 とす る。各
凌,文 脈 か ら見 て誤記,誤 刻 あるいは脱落 と断言 し得 る箇所 は他 の ものの形式
によ って補 っている。
各行文 中の:はdabqur6eg,::はd6rbeljin6eg,・は 乙egをさす。 な
おMongO6.45は一貫 して6egとdabqur6eg(各 々他本 のdabqur6eg,
d6rbeljin6egに相当す る)の みを使用 しているが,機 能上 の平:行性 に着 目し,
以下 では各 々を:と=:に置 き換 えてある。
語句 の異 同は各句毎 に註記す る。行文 中の+は,こ の箇所 には底本 には何 も
ないが,異 本 には何 らか の形式が存在す る箇所 を示す。註 の中の ②はこの異本
には底本 の当該形式が存在 しないこ とを示す。
各句 の逐語訳 は無用 の重複 を避け るた めAに のみ与 え,B以 下 の各本 でAと
大 き く表現が異 な り訳文 にか な りの差異が生 じる場合 には特 に註記す る。
別 に各頒 ごとに総訳を付 し,蒙 古語 の行文 の解釈 として許容 できる範囲で 自
由訳 を試み る。 また参考 のため不空訳 の訳文 を添 える。
なお註 は,煩 雑 を避け るため願単位 で一括 して与 える。註 の中で梵本,蔵 本
とあるのは各 々泉1929所載 の 梵文校訂 テキス ト,MultiLingualBuddhist
Text1所 収の四言語 合壁本 の 蔵 文テキス ト(こ の蒙古語 テキ ス トがMong
O6.45であ る)の 謂であ る。 もとよ り,あ くまで も一 つの参考 として これ らに
言 及する ものである。
転写 の方式 は一 つの便法 として,原 則 的にPoPPe-Mostaertのも に依 る。
ただ し,文 字dalethの語 中形で母音間のtdを 表記 している場合 は各 々 担 に
よって転 写す る。また,独 立形 式の語頭 に文字dalethの語頭 形を使用 してd
を表記 している場合には 亘に よって転写 する。
(33)
なお梵語,西 蔵語 の表記,特 に題 名の表記 につ いては,ガ リック字 を一切使
用せず蒙古文字のみを使用 す るテキス トと,ガ リック字を全面的に もし くは部
分 的に使用 す るテキス トとがあ る。 後者,特 にガ リック字 と蒙古文字を混用 し
た表 記をいかに転写 す るかは問題で,Poppeは 全 て 蒙古文字 と見 なし転写 し
(例えばガ リック字 のoはovaと 転写す る),Ligetiのカ ンジ ューノレのカタログ
では この表記か ら想定 され る梵語,西 蔵語を再現す る方針を とる等,一 定の依
るべ ぎ明確 な方針 は確立 されてい ない。ガ リック字の使用が不徹底 な上 に不正
確 である ことが最大な原因で ある。本稿では,特 に題名の表記 に限 って はガ リ
ック字に よる表記 と見 なし得 るもの について は下線 を付 し,も との梵語,西 蔵
語 の体 系に したが って転写 し,不 正確 な もの もそ のまま再現す る。 したが って,
例えば同 じ くoで 転写 して も,も との字形 は下線 の有無 に応 じて異 なる。一方,
行 文中で蒙古文字 と混用 されてい るガ リック字 の うち蒙古文字 と見 な し得 る も
のは蒙古 文字 として転 写す る。例えば梵語bodhiの ガ リック字 に よる表記 は














































































































































































「あ りとあらゆ る十方 の世界 におい て,私 は過去,現 在,未 来 の善逝 であ り,
入 中の獅子た る諸仏全 てに対 して余す ところな く,身 体,言 語,精 神 を通 じて
崇め敬礼す る。」
不空訳 所有十方世界 中 一切三世人師子
我今礼彼尽 無余 皆以清浄身 口意
2(a)
Asayinyabuda1-unir廿ger一畳nk廿こ廿n-iyer:




























刹 土 の 塵 の 数 だ け,己 が 身 体 を 大 い に 折 り 曲 げ て

































,一 切諸仏 と我が心 中にて対面 し,刹 土の塵の数に も等






































































只 中に坐 しているよ うに,法 界が余す ところな く,仏 で満 ち満 ちている ことを
願 う。」
不空訳 於一塵端如塵仏 諸仏仏子坐其 中
如是法界尽 無余 我信 諸仏悉充満
4(a)
Atedegermaγtaγdaquibarasi廿geidalai-nuγud-i:


























































声 を発 して,無 尽 の大海 にも似 たそれ ら賞讃すべ き一切諸仏


























































れ ら諸仏 に供養す る。」
不空訳 以勝華童 及塗香 及以伎楽勝傘蓋
一 切厳具 皆殊勝… 我悉供養諸如来
6(a>
Asayintaki1一殖gedegeda/δn廿d-iber/1)十2)



































































須 弥 山 ほ ど も あ る 広 大 な 垂 飾 を た れ,
そ れ ら諸 仏 に 供 養 す る 。」
所 有 無 上 広 供 養 我 悉 勝 解 諸 如 来


























































「それ らの無類 で広大 な供養 を一切諸仏 にさ さげん ことを望 む。普賢行願王
に対 す る信 仰のカに よって一 切諸仏 に敬礼 し供養す る。」
不空訳 所有無上広供養 我 悉勝解諸 如来
以普 賢行勝解 力 我礼供養諸 如来
8(a)
Ata6iyang7uiurinmungqaγ一unerkeber1):
























































「貧 欲,怒 り,無 知 が 原 因 で 私 が 犯 し た 身 体,言 語,心 の 罪 過 全 て を 私 は 一
(49)
つ一つ戯悔す る。」
不空訳 我會所 作衆 罪業 皆由貧欲瞑悉瘍
由身 口意亦如是 我 皆陳 説於 一切
9(a)
Aarbanj臼g一費nqamu7ila7uγsadkigedbodisdv-nar1)ba:2)















































及諸仏 子諸如来 我皆随喜威 一切
10(a)
Aaliba1)arban狙9一廿nyirtin6廿s一廿njula-nuγud:



































































無上 の法輪を転 じんこ とを勧請す る。
「十方世間 を照 らす燈明 に して,菩 提次第 にの っとり成仏 し無着 を得 たも.ので
あ り,一 切 の救世尊 である仏 に対 し私 は無上 の法輪 を転 じ法 を説かん ことを勧
請す る。」

















































と 自 ら の 掌 を 大 い に 合 わ せ て 請 う,私 は 。


















即 ち 仏 に 対 し,衆 生 に 利 益 と 安 楽 を も た ら す






























































「礼拝,供 養,戯 悔や,随 喜 し念 じ祈 った ことを通 じて,い ささか な りと私
































































未来 に出現す るはずの諸仏 もいやま して,
て成仏す るが よい。」
不空訳 願我供養 過去 仏 所有 現在 十方 世
所有未来速願我 意願 円満 謹菩 提
14(a)
Aarbanj廿9一廿naliba1)ked廿ib廿kUiorod:















現 在 の あ ら ゆ る方 向 セこい る 諸 仏 は 供 養 さ れ る が よ い 。 ま た,























































,王 に も等 し い 菩 提 樹 の 下 に





























































「あ りとあ らゆ る方向にい る衆生全てが無病息災で安楽になれば よい。一切
衆生の法義 と合致 し,願 いがか な うが よい。」























































「私は菩提 行に よって修 行 して,輪 廻転生す る世界 の各 々において 自分が生
まれた ことを憶念す るが よい。そ してその各 々において死んで移ろい また転 生


































































戒 に の っ と っ た 行 い は 無 垢 清 浄 で
あ や ま ち な く修 行 す る が よ い 。」
我 随 一 切 如 来 学 修 習 普 賢 円 満 行
常 得 出 家 修 浄 戒 無 垢 無 欠 無 穿 漏
18(a)
Atngris一廿n十1)kigedluus-un2)yagsas-unkelen1)a:













1)PLB1831uu-yi馬 他 はPLB49を 除 き1uusba2)PLB49,
MongO6.45yagきas-un
k廿mbendis伽D十2)ba3)daki些)k丘m廿n一廿kelen5)ba6):





































「天 で あ れ 龍 で あ れ 夜 叉 で あ れ 鳩 葉 奈 で あ れ あ.るい は ま た 入 間 で あ れ,一 切
衆 生 の 言 葉 が 何 で あ っ た に せ よ,各 々 の 言 葉 に よ っ て 私 は 説 法 し た い も の だ 。」
不 空 訳 天 語 龍 語 薬 叉 語 鳩 桑 奈 諸 及 人 語
所 有 一 切 群 生 語.皆 為 諸 音 而 説 法
19(a)
Amaγad1)baramid-tur十2)ki6iyeged:


















































,心 を 鎮 め 波 羅 蜜 行 に つ と

























解 脱 し て 世 間 の 衆 生 全 て に あ っ て は,

































「趣 と煩悩 とい う悪 鬼の所 業iにも似 た ものか ら解脱 して,
蓮華 が水 に浮 きなが らもつか らず,
ず に運行 す るよ うに修行 するが よい。」
不空訳 於業煩悩 及魔境 世 間道 中得解脱
猶 如蓮華不着水 亦如 日月不着空
21(a)
Ayirtin6茸ulus1)aγui2)kiged:3)kedUibUk荘iqa血uγ」廿9一廿d-Un:4)













世 間 の 衆 生 全 て に
































「世 間 国 土 の 広 大 な あ ら ゆ る 方 面 に お い て,悪 趣 の 苦 しみ を 安 ん じ,一 切 衆
生 を 安 楽 に し,か れ ら に 利 益 を も た ら そ う と 修 行 す る が よ い 。」
(70)











































未 来 劫 が 尽 き る ま で も修 行 す る が よ い 。
1)他 はgalab-nuγud喚turk廿rtele
「 提行 を実 践 し,
で も修行 す るが よい。」












































































「私 と同 じ修行 をす る もの とは常 に親 しくするが よい。身体,言 葉,心 を通
じて,修 行 と請願一致 させ るが よい。」
































































普 賢 行 を 教 示 し て くれ る 人 々 と は 常 に
こ な わ な い よ うに し た い も の だ 。」
所 有 善 友 益 我 者 為 我 示 現 普 賢 行
共 彼 常 得 而 聚 会 於 彼 皆 得 無 厭 心
25(a)
Abodisdv-nar-iyar1)k茸riyeleg廿1廿gsen2).ilaγuγsan3)itege1-nuγud4):



























































「菩薩 に囲 まれ た救世尊た る諸仏を,
まで倦む ことな くかれ らを広大に供養 したい ものだ。」















1)PLB142の1他 はK1144を 除 き::
















































「仏 の 最 上 の 法 を 受 持 し,菩 提 行 に よ り一 切 を 輝 か せ,普 賢 行 に の っ と り修
行 し な が ら,未 来 永 劫 に 至 る ま で 修 行 し た い も の だ 。」
不 空 訳 常 持 諸 仏 微 妙 法 皆 令 光 顕 菩 提 行
威 皆 清 浄 普 賢 行 皆 於 未 来 劫 修 行
27(a)
Asansartutum-duror6iqui-dur-i1):






















































無 尽 の 福 徳 と智 を 得 て,方 便,般 若,
切 の 功 徳 が 無 尽 蔵 と な る が よ い 。」
於 諸 有 中 流 転 時 福 徳 智 慧 得 無 尽
般 若 方 便 定 解 脱 獲 得 無 尽 功 徳 蔵
28(a)
Anigentoγosun-udeger-etoγosun-u1)toγ一a-bar/ulus2)bolju/3):
































































「一粒 の塵 の上 にまた塵 の数 に.も等 しい無数 の刹土 があ り,そ こに考 えて も
考え尽 くせぬ程の無数の仏が菩薩の只 中に坐 して いる様子 を,菩 提行 によ って




















毛 ほ ど の 大 き さ に お い て,三 世 の 量 に も 等 し い,







































「その ように余す ところな く一切諸方 において,
現在,未 来 の三世 にわた り

















1)K1144置1edd廿n,他 はPLB49を 除 き 員iled廿n2)K1144:
毫 末 に 至 る ま で も,過 去,


























































言 葉 に よ っ て,
のだ。」
不空訳 於一音声功徳海 一切如来 清浄 声


























































現 在,未 来 の 三 世 の 一 切 諸 仏 が 法 輪 を 転 じ て 説 法 す る と き の あ の 尽
私 は 智 慧 の カ を 通 じ て 一 層 没 入 し た い も の だ 。」
於 彼 無 尽 音 声 中 一 切 三 世 諸 如 来
常 転 理 趣 妙 輪 時 於 我 慧 力 普 能 入
32(a)
Airegeed茸igalabb茸gUde-d廿rQroqui-dur-i1):


































ま た.あら ゆ る 劫,三 世 の 時 の 時 の 量 だ け の そ れ ら を,






























「未来劫の全てに悟入す る際には一刹那セζ悟入 したい ものだ。 またあ らゆる
劫,過 去,現 在,未 来 の劫に も一刹那 で悟入 するよ う修行 したい ものだ。」

















・五TIIT662γ ・・b・・6・ γ一unk茸m茸 ・一茸arsl・・一n・γ・d
(b)
Atedegerγaγ6anigengsan駒dur1)b廿ged/biber/2)坊ej茸3):













































現 在,未 来 の 三 世 に わ た る 善 逝 で あ り獅 子 に も等 し い 諸 仏 を 私 は 一




不空訳 所有 三世 人師子 以一刹那我戚 見
於彼境界 常得入 如幻解脱行威 力
34(a)
Abasaaliber1)γurban6aγ一un/oron-ijokiyaγsad/2):





















































上 に も 明 瞭 に 実 現 し,
仏 界 に 没 入 し た い も の だ 。」
不 空 訳 所 有 三 世 妙 厳 刹 能 現 出 生 一 塵 端
如 是 無 尽 諸 方 所 能 入 諸 仏 厳 刹 土
35(a)
Abas-a1)aliber2)iregeed髄i3)beryirtin6廿一y jula-nuγud4):












過去,現 在,未 来の三世 にわたる世界 を荘 厳 した ものを一粒 の塵 の









か れ ら が,次 第 に の っ と り成 仏 し,法 輪 を 転 じ て,





















































の 燈 明 で あ り,菩 提 次 第 に の っ と り成 仏 し,法 輪 を 転 じ説 .
















































「即 座 に ど こ へ で も行 け る 神 通 力,四 方 に 通 じ た 門 の よ うに 悟 り.に到 達 させ
(95)
●
る 乗 の 力,遍 く功 徳 を 行 な わ せ る 力,も れ な く広 範 囲 に わ た る 慈 心 の 力 や 」
不 空 訳 以 神 足 力 普 迅 疾 以 乗 威 力 普 遍 門
以 行 威 力 等 功 徳 以 慈 威 力 普 遍 門
37(a)
Aq・muγ 一aこ・buy・nk・ ・ig」Unk廿6Unkig・d・






















































































































「業力 を清浄 とし,煩 悩 の力を抑え,悪 鬼.の力を無力 とな し,普 賢行 のカを
円満 したい ものだ。」
不空訳 皆於業 力而清浄 我令擢滅煩 悩力...
悉能降伏魔羅力 円満普 賢一切 力
39(a)
Adalalmetu1)/yirti益c廿ulus-i3)./2)teyin.b廿gedari1γaγad:.
































































大 海 の よ う に 広 大 な 衆 生 を 解 脱 さ せ
大 海 の よ う に 広 大 な 智 慧 を 悟 り た
40(a)
Adalaimet赫1)yabuda1-nuγud-iteyinb廿gedari1γan























































「大海 の よ うに広大な修行 を清 浄に し,
ものだ。大海 の よ うに広 大な仏に供養 し,
ことな く修 行 したい ものだ。」
不 空訳 普 令行 海威清浄 又令願 海威 円満















大 海 の よ うに 広 大 な願 を 円 満 し た い
















































「普賢行に よって修行 し悟 りを開 き成 仏 して過 去,
の願の差別を全て余す ところ な く私 は実 現.したい ものだ。」
不空訳 所有三世諸如.来 菩提行願 衆差 別





































































1)PLB183:2) .PLB183を 除 い てmaγad3)K1144iorin
ロ ココ 　　ロ1rugemu1
普賢 とい う知者 と同 じ修行 をす るた めに,こ れ ら全
皆以彼 慧同妙行 回向一切諸 善根
43(a)
Abey-e1)kelensedk丑2)berariγunboluγad:















行 い も 清 浄 で あ り,刹 土 も 完 壁 に 清 浄 な,










































言 葉,心 が 清 浄 で,行 い も清 浄 で,刹 土 も ま た 清 浄 で あ り,良 き 誓
か の 普 賢.と私 は 同 様 で あ る が よ い 。」
身 口意 業 願 清 浄 諸 行 清 浄 刹 土 浄
如 彼 智 慧 普 賢 名 願 我 於 今 尽 同 彼
44(a)
Aqamuγ 一a6asayinbuyan-iyanyabuquy量n1)tulada:




























































「遍 く善 である福徳 を修行 するため
未来永劫 にわた って倦む ことな く
ものだ。」
















,文 殊 師 利 の 誓 願 を 修 行 し た い も の だ 。




















































量 り知 れ ぬ ほ ど に な る が よ い 。 量 り知 れ ぬ 修 行
そ れ ら の 神 変 一 切 を 私 は 知 り た い も の だ 。」
所 修 勝 行 無 能 量.所 有 功 徳 不 可 量































































,無 余 の 衆 生 も 同 様 に は て し が な い 。 業,煩 .
私 の 誓 願 も 同 様 に は て し が な い 。」
乃 至 虚 空 得 究 寛.衆 生 無 余 究 寛 然
及 業 煩 悩 乃 至 尽 乃 至 我 願 亦 皆 尽
47(a)
Abasa1)aliber2)arbanj廿g一廿nkijaγalal廿geiorod-taki3):4)
























































「またあ らゆる方角 のはて しない刹土 にある財宝,
た ことや,
進 した ことに よって」
不空訳 若有十方無 辺刹 以宝荘厳施諸仏
天妙人 民勝安楽 如 刹微 塵劫捨施
48(a)
Aken1)ir廿ger一廿neneqaγan-isonosuγad:














荘 厳 を 一 切 衆 仏 に 寄 進 し



















































「こ の 普 賢 行 願 讃 を聴 聞 し た も の が,最 勝 の 菩 提 心 に し た が い 一 層 信 心 し て,
一 度 で も信 仰 心 を 生 じ る な ら
,こ れ こ そ 最 勝 の 福 徳 の き わ み で あ る 。」
(115)
不空訳 若人於此勝願王 一聞能生勝解 心
於勝 菩提生 渇仰 獲得殊勝前福 聚
49(a)
Akenene十1)sayinyabuda1-unirager-iyerir瀧gebesα:
































工)PLB49,183:以 外 は の2)MongO6.45::
(c)
Aterebermaγuin6k6r-iteb6ik廿i1)bolju2):






























1)PLB49を 除 き ¢
,悪 友
阿 弥 陀 仏 を す み や か に 見 る こ と に な る 。」
彼 得 遠 離 諸 悪 趣 彼 皆 遠 離 諸 悪 友
速 疾 得 見 無 量 寿 唯 憶 普 賢 勝 行 願
50(a)
Atedegerollayi1)sayituroluγsadamuγulang-aamiduralu2):

























































「か れ ら,利 益 を 得 た も の た ち は 安 楽 に 暮 し,こ の 世 に お い て 向 上 し,遠 か
らず し て あ の 普 賢 と 同 様 に.なる の で あ る 。」
不 空 訳 得 大 利 益 勝 寿 命 善 来 為 此 人 生 中
如 彼 普 賢 大 菩 薩 彼 人 不 久 当 獲 得
51(a)
Atabun}absar競geikilin己e-nuγud-i1):























































え に 五 無 聞 の 罪 を 犯 し た も の た ち も こ の 普 賢 行 願 讃 を 請 す る な ら,





































































相 好,名 声,..種姓,容 色 が 完 備 し,悪 鬼 や 多 く の 敵 もか な わ ず,
A十1)bodi2)modun-udergedetereber6dter.oduyu3):









49bovadhi3)PLB49を 除 き ②
(b)
Aoduγadamitan-u.tusa-yintuladatendesa7un:







































「かれは菩提樹 の下 に速 かにお もむ ぎ
菩提心 に よって成仏 し,
のであ る。」

















,そ こ で 衆 生 の 利 益 の た め に 坐 し て,

































































































































あ の 普 賢 も 同 様 で あ る 。
これ ら の 福 徳 一 切 を 回 向 す る 。」
如 妙 吉 祥 勇 猛 智 亦 如 普 賢 如 是 智
我 当 修 学 於 彼 .時 一 切 善 根 悉 回 向
56(a)
Aγurban/6aγ 一un/Dqamuγilaγuγsadb廿gadeger:































































1)他 は 全 て::
現 在,未 来 の 一 切 諸 仏 の 全 て が 最 勝 と讃 え た 誓 願 を,
普 賢 行 の た め に 回 向 す る 。」
一 切 三 世 諸 如 来 以 此 回 向 殊 勝 願





























































「私 の 臨 終 の 際 に は 一 切 の 罪 障 を 再 び 清 浄 と し,眼 前 に 阿 弥 陀 仏 を 見 な が ら,
(130)
極 楽界へ とお もむ き」
不空訳 当於臨終捨寿時 一切.業障皆得転
親観得見無量寿 速 往彼到極 楽界
58(a)
A.tendeoduγadedegerirUger-nuγud1)ber:


























































「極 楽 界 へ お もむ い て,
私 は そ れ ら を 余 す と こ ろ な く成 就 し,
の だ 。」
不 空 訳 得 到 於 彼 此 勝 願 悉 皆 現 前 得 具 足
我 当 円 満 皆 無 余 衆 生 利 益 於 世 間
59(a)
Ailaγuγsad-un1)sayinbayasqulang-tuter-e2)manda13)k荘riyen-dUr4):










こ れ ら の 誓 願 が 余 す と こ ろ な く眼 前 に あ る が よ い 。






























































「私は極楽の諸仏 の美 し く喜ば しい衆会 において美 しく最勝 の蓮華か ら誕生
し,大 覚た る阿弥陀仏 の眼前 で授記 を さず かるが よい。」
不 空訳 於 彼仏会甚端 厳 生 於殊 勝蓮華中
於 彼獲得受記 別 親 対無量光如来
60(a)
A.tendeDbiber2!vivarlgkirid-i3)sayiturbljubUrUn4):
































































「私 はそこで授記 を得 たのちに,百 倶腫 に も及ぶ無数 の化身 に身 を変 じ,智
慧 の力 によって十方 におい て一切衆生に多大 の利益を施 したい ものだ。」


















1)PLB49を 除 き ②
minualiber1)66Uken2)quriyaγsanbuyan:











































「普賢行願讃 を誓願 した ことを通 じて,































































「普 賢 行 願 讃 を 誓 願 し た こ と を 通 じ て 果 し な い 最 勝 の 福 徳 を 得 た も の に よ っ
て,苦 の 大 海 に 溺 れ た 衆 生 は 阿 弥 陀 仏 の 界 を 得 る が よ い 。」.
不 空 訳 我 獲 得 此 普 賢 願 殊 勝 無 量 福 徳 聚










































































(b)sayibaroduγsan「良 く行 っ た 〔者 〕」=Skt.sugata,「善 逝;修 伽 陀 」,仏 の 異 名。 獅
子 は 獣 王 で,仏 は人 の 王 で あ る か ら,獅 子 に 喩 え られ る。 中 村pp.543～4を 参 照 。
Ea6ara・は 「連 れ て 来 る」,Fjalara・は 「進 む,い ら っ し ゃる」,な お こ の形 式 はFで
は 常 に1の 下 に 余 分 のalephを一 本 と もな って いる 。 こ の体 系 的な 「誤 刻」 の意 味 す る
と ころ は不 明で ある 。burqanbaγsi-narは「仏 〔で ある 〕 師 匠 た ち」。
(c)Ft㎝deは誤 刻 か。
(b)Fs廿s廿1一は 「信 仰 す る,敬 う」 。
2.
(a)sayinyabuda1「良 き行 い」=Skt.bhadracarya,「普 賢行 」,中 村PP.1179～80を参 照 。
なおFは 一 貫 して これ をbodisadu「菩薩 」 と訳 出 して い る。
(b)ilaγuγsad「勝 利 した(者た ち)」=Skt.jina,「大 覚;脅 那」 な ど,仏 の異 名 。Filedke・
は 「明 らか にす る」。
(c)Ftoγ・ak丘rk掘は 「数 に 達 す る」。
ulus,oron(sg.)～orod(pl.)1まい ず れ もSkt.k§etra,Tib.zhingにあた る 。 これ らは ま
たdhatu,bh亘mi等に 相当 す る場 合 もあ り,多 くは 意 味 の 差 が な い。
3.
(a)梵文 はjina,蔵文 はrduiを各 々二 度 く り返 して い うの に,石 浜 の みtoγos㎜が 一 度
(141)
しか使 用 さ れ て い な い のは 不 自然 。 ただ し,第28類 に お いて 全 く同 じ表現 が用 い られ て
い る が,そ こで も石 浜 のみtoγosunが一 度 しか 使用 され て お らず,あ るい は 特 定 の方 針
に基 くもの で あ る 可能 性 も ある 。
(b)bodisdv,bodisaduva等全 てSkt.bodhisattva,「菩 薩 」,中 村PP.1219～20を参 照。
な おbodisdvはウ イグ ル 語 を経 由 した形 式 。
(c)nom-un6inar「法 の法 来 的 な 性 質 」=Skt.dhamlata,「法 性」 ま たはdhamla・d骸tu,「法
界 」。Et6bは 「中心 」。 中 村p.1249,pp.1252～3を参 照 。
(d)Aのみd廿g廿r・genと使 役 接 尾 辞 に 非 分離 副 動 詞 語 尾 が 接 続 して,』あ た か も後 続 す る
動 詞 の補 文 を 導 くか の よ う な機 能 を 果 して い る が,こ れ は 古 典期 蒙古 文 語 で は ま れ な用
法 で あ る。
4.
(a)dalai・mγudは(d)のsayibaroduγsadと同 格 。 申村P.260を 参 照 。sayisiya・は 「ほ め
る」。Bの みsayisiya・γul・と 使 役接 尾辞 を と もな い,Fを 除 き他 は全 て(Aは 語 幹 を異
にす る が)受 動 接 尾 辞 ・γda・を と もな うこ と が注 目 され る 。 小 沢1984,pp.264～6を参 照。
(b)茸yes,ayimaγ,kesigともこ こ で はSkt.ahga,Tib.yan・lag「部 分,四 肢 」 に 相 当 す る。
訳 文 は な お検 討 の余 地 が あ る 。
(c)A～Eのsay{turは文 意 とは 本 質 的 な 関 わ りを もつ もの で は な く,Tib.rnam-par,
nye-bar,rab(・tu),yongs・su,yong-tan,nges・par等に 相 当 し,梵 語 の接 頭 辞vi・,upa一,
pari一,nir・等 の訳 語 に あ て られ る もの 。 同種 の もの と して,maγad「確 か に」,oγoγata
「完 全 に」,masi「多 い に 」,tey童n(b廿ged)「そ の よ う に」 等 が あ る。
(d)F廿ges・iyerは「言 葉 に よ って 」
5.
(a)erike「飾 りもの 」=Skt.mala,「華 曼 」,Fのerkeは 誤 刻 か。
(b)6inggilja・～6anggilja・と も 「(金属 性 の)音 を出 す 」,s廿r6i一は 「ふ りか け る」,Fの
sU鵡lgeは名 詞 形,Fのkδgjimは 「楽 器,音 楽 」。 石 浜 の みsik廿r・eと与 ・位 格 形 で
ある の は不 自然,・iの 誤 記 と見 る。B～D冒 頭 のsonosqumetUに相 当 す る 語 句 は梵 文,
蔵 文 の いず れ に もな い 。 こ の 句 の解 釈 も難 解 で あ る が,「 普 曜 経 』 にお け る 類似 の表 現
sonosqumet廿sayiqandaγun・iyarに対 す るPoPPe1967の訳 はwithbeautifulsounds
pleasanttotheear(同p.21)であ る。 な お 検 討 した い。
6.
(a)A,Ctakil「供物 」 に対 しB,D～Fはdebe1,qub6id～qub6ad「衣 服 」 と 際 立 っ
た対 照 を示 して い る 。梵 文vastra,蔵文na・bzahはいず れ も 「衣 服」 の意 。debelの異形
degelは蒙 古 文 字 で 表 記 す れ ばtakilとよ く似 た形 に な るか ら,degelの誤 りと も考 え ら れ
る が,一律 にtakiIとな って い る の は不 可 解 。 旧 訳各 本 の成 立 事 情 の一 端 を物 語 る もの か。
(b)sUmir,s観mber～sUmb廿rともSkt.s皿en1に遡 る 。s廿mirはウイ グル 語 経 由 の後 二者
は そ の 蒙吉 語 内部 に お け る発 展 形 式 で あ る 。A～Dの6am(b)uljaγu(1)i,Eδ㎎g6melの
一般 的 な形 式 は 各 々jambuljaγui,6nggeimel特に 前者 に 関 して は検 討す べ き点 が あ る 。
(142)
(c)nayiraγuLは「調 合 す る」,jokiyaquは「創 造 す る」,nayiraγuluγsan,jokiyaγsanとも
梵 文vyoha,蔵文bkod-pa「荘 厳 」 に 相 当 す る 。 中村pp。717～8を参 照 。B,Dこimeg
は 「飾 り」。E,Filangγui・aは「特別 に」,Ferkimは 「最 上 の(も の)」。
(b)K1144tendeは誤 刻 か 。
7.
(a)tengsel茸gei』は 「無 類 の 」,deger-e罎geiは「無 上 の 」。 な お,ali,ali...teden-i,alimad
_tedeger,aIi_tedeger等に 限 らず,疑 問 詞 と 指 示 代 名 詞 か ら成 る この 種 の表 現 法 は,
梵 語 の 関 係 節表 現yat_tat,ある いは チ ベ ッ ト語 に お け る こ れ に対 す る 翻 訳 語法yang_
deに相 当 す る もの で,特 に 仏 典 類 で は頻 繁 に使 用 さ れ る が,お そ ら くは 蒙古 語 本 来 の も
の で は な く,一 種 の翻 訳 語 法 と考 え られ る 。 疑 問 詞 は全 く形 式 的 な もの で,疑 問 詞 と し
て の意 味,機 能 を果 さな い 場合 が 多 い。 こ こで は一 応,不 自然 な が ら不 定 代 名 詞 化 した
もの と 見 な して,あ え て 忠実 に訳 出 した。 以後 の諸 例 も同 じ。
(b)k茸s㎝茸 「望 む 」 の補 文 の 動 詞 語尾 の差 に 注 意 。3㈹ を参 照 。
(d)Fm6rgUI・iyerは「礼 拝 を 以 って」。
8.
〈a)F7urbanqour・aは「三 悪 」。
(c)Eは 「罪 過 を私 が 犯 した あ ら ゆる もの を」。
(d)C,Dari1γanδ6im茸i「浄 め よ うと して 語 る 」。
9.
(b>bradikabud=Skt.pratiyekabuddha「縁 覚;辟 支 仏 」,surqun「学 ぶ(べ き)者 た ち 」=
Skt誘aik$a「有 学 」,い ず れ も修 行 者 と して は ま だ 未 熟 の 境 地 。 茸1廿surqun「学 ぱ ざ る
者 た ち」=Skt.a6aik§a「無学 」,も は や 学 ぶ べ き も のを 残 して い な い境 地,阿 羅 漢 も し
くは 仏 の こ と,申 村p.1317を参 照 。
(c)amitan「生 命 あ る者 た ち」=Skt.sattva「衆 生,有 情 」,中 村P.631を 参 照 。buyan
「福 徳」=Skt.pupya,中村pp.1187～8を参 照 。ali等は7(a)を参 照 。Fは 「一 切衆 生
の福 徳 が い か よ うで あれ 」。
(d)bayasu(1こa)ndaγaqu「喜 び(合 って)し た が う」,daγanbayasu(16a)n「した が って喜
(び合)う 」=Skt.anum(対ana,「随 喜 」,中村P.808を参 照 。Bn6k66ekUは「親 しむ」。
10.
(a)yirtin6廿=Skt,Ioka(・dhatu),sarga等,「世 間,世 界 」。 中 村p.816を参 照 。Fでjula
に 相 当す る の は(c)のgeyig鷲1廿g6i「照 らす もの 」。aliba等は7(a)を参 照。
(b)b(》di,bovadhi=Skt.bodi,「菩 提 」,中村PP.1221～2を参 照 。jerge「順 序」は通 例Skt.
krama,「次 第」,中 村p.538を参 照 。 た だ し,蔵 文 に はjergeberに対 応す る形 式rim・
parがあ る が,梵 文 に は な い。taこiyangγui貸gei「欲 がな い こと」=Skt.asa血gha「無 著」,
中 村p.1327を参 照 。E,Ftorqu(i)は「妨 げ」。
(c)itege1「救 い手 」=Skt.natha「救 世 尊 」,仏 の異 名,中 村PP.271～2を参 照。
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(d)「法 輪 」 と は 「真 実 の 教 え」 の 意,中 村p.1239を参 照 。 こ れ を転 ず ると は 「説法 す
る」 の 意,中 村P.990を 参 照 。Eerkig廿lk廿iも「転 じる」。duradqu「願 う」;Skt.
ad醇e§aロa「勧 請」,中 村P.192を参 照 。duradqaquは「念 じる」。Eは 「無 類 の 法輪 を
念 じて乞 う」。
11,
(a)石浜tende・dUrはtendeがす で に 「そ こ に」 の意 味 で あ り、 格 語 尾 は 接 続 し 得 な い
形 式 で あ る か ら,誤 写 と見 る 。nirvan;Skt.nirvana「浬 葉 」,中 村P.1076を参 照 。
taγalaquは「お望 み に なる 」。Ujeg廿ls廿geiは「教 示 した い と」。A～Dでk茸segこid
teden・eと数 の 一 致 が 観 察 され る。 またBkUseg乙inの一96inは行 為者 形 動 詞 複 数 形 の 古
形 。aliber等は7(a)を参 照 。
(b)石浜 はamitan・iと対 格 語 尾 を と る が不 自 然,誤 写 と見 る 。Famitan・itusa互adは「衆
生 を 益 して 」 の 意,tusaladは正 し くはtusalaγadとあ るべ き も の,ま たjirγ(a)γulqu
(alephを一 個 欠 くの は 誤 刻)は 「幸 福 に す る 」。Cbolγaqu,Dbolquは各 々 「あ ら しめ
る」 「ある」,Bbolur心nでは,古 典 期 蒙 古 文語 で は 化 石 化 した表 現 の み で 用 い られ る
準 備 副動 詞 ・runが観 察 で き る。
(c>galab;Skt.kalpa「劫 」,中 村P,392を参 照 。B,Cgalab・turkUrteleは「劫 に至 る
まで 」,Fは 「塵 の数 に 及ぶ 劫 に至 る ま で と ど まれ 」。
(d)Fqabsurquは「(手を)合 わ す 」。
12.
(a)C9愚anti～gsanti=Skt.k§anti「忍 辱 」。9首anti6こi・と い う表 現 は未 詳 。Ftakilergun
naman6ilaluiledUnは「供 養 を さ さ げ 繊海 を行 い」。
(c)Aはそ れ 以 外 の も の と大 き く構 成 を異 に して い る 。 例 え ばBは 「私 の,い さ さ か で は
あ れ,福 徳 を積 ん だ こ と を」。
(d)bodi6id=Skt.bodhicitta「菩 提 心、」,中 村pp.1222～3を参 照 。B～F,梵 文,蔵 文 と
も全 て 「菩 提」。 同様 の現 象 が37(b)にも見 られ る 。irUgek芭は 「祈 る,祝 福 す る 」,joriqu
は 「め ざ す 」,Skt.parinamana(「回 向」,中 村p.97を 参 照)の 訳 語 と して は後 者 が通 例 。
と りあえ ず この二 語 につ いて 総 訳 はB～Fの 形 式 に 基 い た 。
13.
(b)ali等は7(a)を参 照 。B～DedUgeは 「現 在 」。Fboturaiは誤 刻 。
(c)Cirek鰻こaγ・unは「来 る(べ き)時 の」。E,Fmasit荘rgen-eは「き わめ て速 く」。
(d)B,Dsedkigsen・iyerdUgUr甜は 「思 い がか な って」,E,Fsanalはsedki1と同 じ,
FgUi6e・は 「充 足 す る 」。jerge「順 序 」;Skt.krama,「次 第 」,中 村P・538を 参 照 。
K731boluγ6inの・γごinに注 意,11(a)を参 照 。K11446gedeboltuγaiは「向 上 す る が
よい 」。Fのburqanbolunk菰rt聰eiは「仏 に(な って)至 る が よい 」。
14.
(a)ali等は7(a)を参 照 。 石 浜 はbaを 欠 くが 誤 記 と 見 る。Fは 「は るか か の 十 方 の あ ら ゆ
る刹 土全 て は 」。
(c)AerketUbodimodun,B～Fb(xiimodun・uqaγan,bodimodu・yinqan「菩 提 樹 の王 」,
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い ず れ も菩 提 樹 を 樹 中 の 王 と見 たて た 表 現,申 村p.176を 参 照 。Fは 「菩 提 樹 の 王 の
(いる)そ こへ い ら っ し ゃ った 諸 仏 や」。
⑥ こ こ でのilaγuγsad・廿nk6beg加は 「菩 薩 」 の 通 名,中 村P,1192を 参 照 。
15.
(b)B～Dnasu(n)且rgaljiは「常 に 」,Faburidaは「い つ も」,emgegは「慢 性 疾 患」。
jirγ(a)1a㎎・tuはalephを一 本 欠 く。
(c)石浜 のみ 励gUdeber,他はamitan・u「衆 生 の 」,Feleは 強調 の小 詞,総 訳 は 仮 りに
amitan-uに基 く。udqa「意 味」=Skt.artha,「義」,中 村P.218を参 照 。 石 浜,Mo㎎
382のみ ・1uγ・aと共 同 格 語 尾 を もつ が,こ れ に対 応す る もの は 蔵 文で はniで,こ れ は通
常inu,anuと訳 され る 形 式 で あ る。
(d)B,Cjokistuは「ふ さ わ しい」,k廿selは「願 い」。Fneyilelこiku「一 致 す る」,ege・
relkUは未 詳 で ある が,あ るい はegere・「求 め る 」 の派 生 形 式 か 。bUt廿gegsegeratuγai
は 「実 現 させ る が よ い」。(c)(d)の訳 文 は な お検 討 の余 地 が あ る。
16.
(b)Aのt昼rUlの うち 前 者 は梵 文gati,蔵文hgro・ba,「趣 」(中 村p.635を 参 照),後
者 は各'々jati,skye-ba「生 」(中 村pp.705～6)に相 当 す る もの。Fyabuqui「行 くこ と」
はgatiの原 義 に 基 くも の。hgro・baは「衆 生 」 を 意 味す る こ と もあ りEamitanは これ
に基 くも の か。20(b)を参 照。
(c)PLB142廿kOdはUk貸gedとあ るべ き も の。K731・d廿r・iに注 意 。
(d)toyin「道 入 」,(ger・te6egen)maγadγarqu「(己が 家 か ら)出 る 者 」=Skt.pravrajaka,
「出 家」,申 村p.671を参 照 。 ・te6egenは先 古 典 期蒙 古 文 語 特 有 の奪 格語 尾 。
17.
(a)Fjorimaγlajuは「す す んで,あ え て」。
(b)Cteyiken,teyinkenはteyinの強 調形 。
(c)saγsabad,saγ首abadなどはSkt.合iksapadaに由 来 す る もの,意 味 は 広 くSkt.ξila,
「戒 」 に あた る。 中 村pp.162～3を参 照 。Faldalは 「喪 失 」。
(d)B,D,E田Ubaγuranは「衰 え ず に」,F董mebdenは 「壊 さず に 」,.Fyabuγsaγar
atuγaiは「修 行 しつ づ け る がよ い 。」
18.
(a)ya9§a,yagsa等=Skt.yak撃a「夜 叉」,中 村p.1373を 参 照 。 こid姉dは6idk廿r「悪魔 」
の 複 数 形 。(c)のgluusはTib.klu「竜 」 に よ る もの か 。
㈲ ㎞nbandis=Skt.kumbha廻a,「鳩 葉 茶」,申 村p.272を 参 照 。 こ れ は ウ イグ ル 語経
由の 形 式 で,Fk廿mbe(n)disはよ り蒙古 語 化 した もの 。Fb廿ri-yinは「各' の々 」。
(c)E,Fdaγunは「声 」。 旧 訳 に のみb廿gsenが出 現 す る こ と に注 意 。
(d)廿jeg測・～ 廿」茸g茸1・は 「教 示す る」。
19.
(a)K731amurlinは「安 ん じて 」,amurli㎎γuiboluγad,amurliγadも同 義,nomoγaduγad
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は 「(心を)鎮 め て」。石 浜 のmaγadは 特 異 とい え る 。baramid=Skt.paramita,「波 羅
蜜 」,中村pp.1092～3を参 照 。
(b)F6uに 注 意 。 これ は 古典 期 に な って は じめ て登 場 す る 形 式 。Fmartal以下 は 「忘
却 な くあ るが よ い」。
(c)ali,等は11(a)を参 照 。B～DnigUIkilin6eは「罪 過 」,tUidker「さ ま た け」=Skt.
avarana,「障(凝)」。 中 村P.729を 参 照。tUid・,t廿idkerle・はそ の 動 詞形 。B～Eは
「罪過,障 凝 とな った もの ら」 の 意 。 梵 文,蔵 文 にて らす 限 りは こち らの 方 が 正確 と い
え る が,総 訳 は あ え てAに 基 い た 。
(d)Far三γudunodtuγa三「清 ま って い くが よ い」。
20.
(a)A～Dのjayaγanは通 常 「(六)趣 」(中村p.635を参 照),「(六)道 」(中 村p.1013)
に相 当 す る もの 。梵 文karma,蔵文las(「業 」 中村p.406を 参 照)の訳 語 と して はE,
Fの 蓑ileが通 例 。nisvanis=Skt.kle6a,「煩 悩 」 中村P,1273を参 照 。simnu「悪 魔 」
は ソグ ド語 に遡 る形 式 で,Skt.mara,「魔」 に 相 当 す る 。 中村pp.ユ280(・1を参 照 。 な
おnと1が 交 替 したMong382の 形 式 は きわ め て珍 しい も の。 ま たnisvanisとsimnu
の 関係 はA,B,Dの よ うに 限 定 一 非 限 定 の 関係 とC,E,Fの よ うに 並 列 の 関係 と に解 釈
が 分 かれ て い る 。
(b)tonil一「救 わ れ る」=Skt.mok$a「解 脱 」 中 村PP.308～9を参 照 。amitanが解釈 しに
くい と こ ろで あ る 。amitanは蔵 文bgro・baに相 当 し,後者 はsemscanとと もに 「衆 生 」
を 意味 す る もの で は あ るが,こ こ で は む しろそ の 本 来 の 意 味 「行 」 「道 」で 使 わ れて い る
の で は な いか と考 え られ る。 な お 検 討 した い。16(b)を参 照 。
(c)yambar(metU),yambar6iIanは関 係 詞 の 翻訳 語 法 。badma,1i㎎qu・aとも 「蓮 華」,前
者 はSkt.padma,後者 は 漢 語 「蓮 華 」 に 遡 る もの 。Btoγta・は 「落 ち着 く」。Fyosuγar
は 「応 じて」。
(d)E曲rberは 「妨 げ 」。Fは 「太 陽 と月 が 空 か けて 進 むよ うに行 く」。
21.
(a)Cは 「無 尽 の 国土 の 広 さが い か な る も ので あ って も」,Fは 「あ らゆ る 国 土 と あ らゆ
る 方角 にお い て 」。 な お 一lus-aは一luγ・aの誤 刻。
(b)maγuijayaγan=Skt.apaya,「悪 趣,悪 道 」,中 村P.20を 参 照 。
22.
(a>Ferkimは 「至 上 の 」。
(b)jokildunoro・=Skt.sar如ya,「随 順 」,中 村P.810を参 照 。Cadalioroγadは「同 様
に入 って 」。C～Fyabudalは 「行為 」。
(d)Cqamuγ一a6aは「普 く」 。R,K731,BR廿rteleは 「至 る まで 」。Far貸g〔痴iは




(d)石浜 の みadaliをもつ が,nigedkenと意 味 が重 複 し,か え って 解 しが たい 。 誤記 と見
る 。Cqamtuは 「と もに 」。
24.
(a)石浜 のkUrgeg6iは「及 ぼす もの 」,sedkigこiとの関 係 か ら,誤 記 と見 る 。ali(n)は11
(a)を参 照 。Fは 「私 に益 す る こと を望 む師 匠 たち 」。
(d)石浜tendebiは 「そ こ で私 が」。 この 句 の意 味 す る と こ ろはBの よ うに 「い つ も か れ
ら の心 を 失 望 さ せ ま い」 で ある か ら,石 浜 は意 味 が 通 じな い。 本 来 ある は ず のsedkilの
修 飾 語 が 脱 落 した も の か。sedkil4の後 のbiは 誤 記 と 見 た 。K731は非 分 離 副動 詞 形 で
文 が 中断 した形 に な って お り不 自然 。 総訳 はCに 基 く。
25.
(a)itegebSkt.natha,「救 世 」,仏 の 異 名,中 村pp.271～2を 参 照 。
(b)梵文,蔵 文 を 含 め他 は全 て 見 る 主体 が 「私 」 に な って い る。 総 訳 は これ ら に した が う。
E,Filerkei・eは「明 白に」。
(c)FUlUuyid(a)n(alephを一 本 欠 く)は 「倦 ま ず」。
26.
(a)bari・「つ か む 」=Skt.dharayati,「受 持 」,中 村P.638を参 照 。
(b)Aの み 他 と は表 現 を異 にす る 。 例 え ばCは 「菩 提 行 を い よい よ 修 行 す る こ とに よ っ
.て」,Bは 「菩 提行 を 四方 に 輝 か せ て」 な ど。
(c)Fは 「福 徳行 を また 大 いに 清 浄 とす る こ とを 」。
27.
(a)or6iqu,ui6raqu=Skt.sa卑sara,「輪 廻,流 転 」,申 村p.1431を参 照 。sansarはこの
音 写 で ウ イグル 語 経 由の 形 式 。Fは 「一 切 の生 を得 る度 毎 の 輪 廻 に お いて 私 は 」。 石 浜
写 本 の ・dur・iに注 意。
(b)bilig=Skt.j飴na「智,般 若(智)」,中 村P、950,1115を参 照 。belgebiligも同義 。
(c)arγa「手 段 」 瓢Skt.upaya,「方 便 」,申 村p.1225を参 照 。diyan,=Skt.dyana,「禅
定 」,中 村P.855を参 照 。samadi=Skt.samadhi,「三 昧」 中 村PP.489～90を参 照 。 両
語 は同 義,い ず れ も ウ イグ ル 語 経 由 の音 写 。Fnaimanmasitonilqu量は 「八 解脱 」,中
村p.1102を参 照 。
28.
(a)Aに つ いて は3(a)の註 を参 照 。baramanu=Skt.paramapu「微 塵」,中 村P。1294を参 照 。
B,Cのbaramanuにつ い て は,こ れ 以 外 の もの と 同様 に 属 格語 尾 が あ るべ き もの 。本
来 の 語末 のnを 属格 語 尾 と 解 してmetanaIysisをお こ したbaraman,さらに これ を複 数
形 に したbaramadとい う形 式 は 仏典 に散 見 す る。 この一 例 か。
(b)(c)A以外 は全 て 「諸 仏 が諸 菩 薩 の 只 中 に坐 」 して い る こと に な って い る 。 梵,蔵 文 と
もこ の意 。(c)の句 末 はCを 除 き全 て 与 ・位格 語 尾 とな って い る が,蔵 文 は ・laで終 って
お り,こ の 場 合 は必 ず しも 厳 密 に は対 応 しない 。 な お 石浜 の ・dUr・iに注 意 。Fの(b)は
「刹 土全 て が諸 仏 が考 え 尽 くせ ぬ 程満 ち あ ふれ 」。
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(d)石浜ken6iは 未 詳 。 訳 はK731に 基 く。Cは 「菩提 行 を実 現 す べ く修 行 して 私 は 見
た い 」 の意 。
29.
(b)Ckenは 「い か に?」 の 意 か。 た だ し,梵,蔵 文 に は 該 当す る形 式 が な い。B～F
engは 「広 さ」。CはPLB49に よ る。PLB72の δ"ッ々 `う`7は未 詳 。
(d)B,Dorolduquはoroquのco・operativeの形 。 こ こで は 同 義 か 。以 下34までoroqu,
0rolduquが頻 出 す る。 これ は 一 般 にSkt.prave6a,Tib,hlug・pa,「入 」(中村,P.1055
を参 照)に 相 当 す る。 梵 文 で は 以 下 の 諸 例 にお け る対 応 が明 確 で は な い が,蔵 文 で は一
貫 してhjug・paが使用 され て い る 。
なお,こ の頒 全 体 の 意 味 が や や解 し難 い が,泉 は こ れを 「多 くの 諸仏 及 び国 土 及 び行
者 の 求道 歴程 を沈 思 して 自 らこ れ に没 入 せ ん 」 と 解説 す る(泉1929,p,189を参 照)。
さ らに検 討 したい 。
30.
(a)jarIiγは 「お 言 葉」,茸y-eは「節,関 節 」,茸geは 「言 葉 」,b61貨gは 「章,区 分 」,
gesig廿nは「枝 」,daγu(n)は「音 」,ayalγuは「発 音 」。
(c)B～Fyambar,yambar6ilanは梵 文yath盃蔵 文ji-bzhinに相 当 す る も ので,蒙 吉 語
と して は不 定 代 名 詞 と して 解 す る べ き もの か。 例 え ばCは 「衆 生 の心 に お いて 何 で あれ
思 うが ま まに あ ら しめ る(も の)」 と な る。 これ を 含 め,こ の願 の解 釈 は な お検 討 を 要
す る。
31.
(b)B,D～Fyosu(n)は「さだ め,こ と わ り」。Fこuに 注 意 。
(c)FUyesは翻 字 す れ ばyッ5で ある が,こ れ に該 当 す る語 は未 詳 。 誤 刻 と見 な した 。
32.
(a)石浜写 本 ・dur・i,Fのこuに 注 意 。
(b)gsan,9§an=Skt.k§ana「刹 那」,中 村P.827を 参 照 。 な おFag首imは き わ め て珍
しい 形式 。Ate磁yiken・iyerは「～ の程 を以 って 」 と訳 す べ き もの か 。Eは 「一 つ の 刹
那 一 っ に お い て私 は悟 入 し」,Fは 「私 は また 一 つ の一 刹 那 で悟 入 す る」。33(b)にも同 様
の 表 現 が あ る。
(c)悟入 す る対 象 を示 す とす れ ば,石 浜 写 本 の6inegeber「量 を以 って 」 は 解 し難 い。 な
お 検 討 した い。E,Fkemjiy・eは「尺 度 」,FkemjiyeltUのk㎝」三yelは未 詳 。
(d)AbUged・iyerに注 意 。 こ の願 の解 釈 もな お検 討 を要 す る 。
33.
(a)aii等は11(a)を参 照 。arslanは1(b)を参 照 。
(c)visai=Skt.v醜ya「境(界)」,「 境 地 」 中村p.238を 参 照 。
(d)例え ばBは 「か れ らの 修行 す る 界 に」 と い う よ うにB以 下 で はvisaiをい わ ば分 析 的
に表 現 して い る 。yelvi=Skt.m帥a「幻(化)」,中 村pp.333～4を参 照 。
34.
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(a)ali等は11(c)を参 照 。jokiyaquは6(c)を参 照 。
(b)baraman,baramadは28(a)を参 照 。Fのilerkei・eは「明 瞭 に 」。
(d)石浜 写 本 の ・dur・iに注 意 。
35.
(a)ali等は11(a)を参 照 。石 浜 写 本 の よ うにjula-nuγudに対 格 語 尾 を した が え て い る のは
文脈 上 不 自然 。 な お修 飾 語edUiと 被 修 飾語yirtin配の 間 に強 調 の 小 詞 で あ るberが割
り込 んで い るAの 用 法 はめ ず ら しい 。
(b)Fは 「や が て は成 仏 し法 輪 を荘 厳 して 」。
(c)B～Dnirvan・ukijaγarは「浬 禦 の境 界 」,Fは 「寂滅 し浬 葉 の 極 を 教 示 す る もの 」。
Cのkijaγar・aは文 脈 上不 自然 。
(d)R伽 伽'"ツは未 詳 。B～Dk草rge・ は 「届 け る」,Fbaγud・はbaγuda・す なわ ち
baγu・「降 りる」 の 受動 形 か。 な お 検討 した い。
36.
(a)qamuγ・a,qamuγ・a6aは蒙 吉語 と して は やや 不 自然 の 感 は ま ぬ かれ ない が,Skt.s㎜anta,
pari・,Tib.kuntu,kun・nas等の 訳 語。ridi=Skt.rddhi「神 通 」,中 村P.794を 参 照 。
qub三1γan「転 生,変 化 」 も同 義 。
㈲qamuγ・a6aeg湿en(～qaγalγ・a)は「普 門 」 の 意 。 申村P.1181を 参 照 。kδlgen「乗 り
物 」=Skt.yana「乗」,中 村p.751を参 照 。
(d)asara・「あわ れ む 」=Skt.maitri,kar且ロa「慈 」,申村P。573を参 照 。B～Dは 「遍 く
行 き届 いた慈 心 の力 」。
37.
(b)B～Dtaこiyang7ui-aこaqaγa乙aγsanは「執着 を離 れ た 」,10(b)を参 照 。
(c)Aの み方 便,般 若,禅 定 の順 序 を 異 にす る。
(d)10(d)と同 じくA「 菩 薩 」 に対 しB以 下 は梵 文,蔵 文 と も全 て 「菩 提 」。PLB72〃勘 ッ～
は 未 詳 。Fは 「菩 提 力 を私 は成 就 す る もの に な るが よ い」。
38.
(a)jayaγ㎝ は 「運 命 」,kilin乙eは「罪 」 で ある が,梵 文ka㎜a,蔵 文Iasに 対 す る 訳語
と して はB,D～FのUileが 通 例 。20(a)を参 照 。
(b)Eは 「煩 悩 の力 全 て を抑 え て」,Fは 「煩 悩 の力 を私 は 完 全 に破 壊 す る」。
(d)Fは 「善 の福 徳 力 を私 は 全 て完 全 な もの とす る」。
39.
(b)Fget廿lgej益γarγamuiは「助 け 出 す」。
(c)PLB183茸jer・Unに注 意。
(d)MongO6,45"5ッδ'は誤 刻 か。Fは 「大 海 の よ うな 智 慧 を 明 瞭 に理 解 す る」。
40.
(a)B,Cariγunboluγadは「清 浄 とな って 」。Fariγun・a廿iledUnは「清 浄 を め ざ しつ
とめ 」。
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(b)B～DirUgerqutuγは 「願(と い う)聖なる もの」,daγusqaquはteg廿skek廿と 同義 。
4ユ.
(b)i1γal=Skt.vi6e§a「差 別 」。 申 村p.604を参 照 。 石 浜 のbaは 解 し難 い 。Cayimaγ
は 「区 分 」。B,Dは 「菩 提 行 に あ る願 の区 分 に お いて 」。Cも これ に準 ずる 。
Fは 「菩 提 の た め修 行 す る 願 の 差 別 を」。 なお 「差別 」 は第4句 冒 頭 のtede等 と同 格 で
あ る こ と に注 意 。
(c)石浜 写 本 の 「普 賢行 の菩 提 心 に よ って」 は特 異,他 は梵,蔵 本 を 含 めて 全 て 「普 賢 行
に よ って 」,B～Dburqan-uqutuγ一ioljuは「仏 の尊 さ を 得 て 」。Fは 「福 徳 行 の 修
行 が全 て 成 仏 して私 は」 と な る が,berは 文脈 上 明 ら かに 不 自然 。 強 調 の 小 詞berと 具
格 語尾 を混 同 した もの で,仏 典 で は 散 見す る 現 象 で あ る。K731,Eのbovadhi・durは
「菩 提(を 得 た こ と)に お い て 」 の意 か。 総 訳 は これ に基 く。 な お 検 討 した い。
(d)Eのbolγ(a)amuiは互1ephを1本欠 く。
第41頒の後 半2句 の順 序 は 梵 文 お よ び 漢 訳3種 で は 蒙 古語 訳 各 本 とは 逆 に(d)(c)とな っ
て いる 。 な お 蔵 本 は蒙 古 語 訳 と 同 じ。
42、
(b)kenは7(a)を参 照 。B～Eは 直 訳 す れ ば 「誰 か(そ)の 名 が普 賢 と 言 われ る もの が い
る な ら」。Fk加t廿sangboはTib.kun-tubzang・poの音 写 。
(c)Fは 「あ の 知者 と等 しく修 行 して あ るた め に 」。
43.
(a)B,Cは 「清浄 な 身体,言 葉,心 を も って 」。
(b)B,Cは 「清浄 な修 行 と清 浄 な 国 土 にお いて 」,Dは 「清 浄 な修 行 と 国 土 を清 浄 に す る
た め」,Fは 「修 行 や 刹 土 が 清浄 と な っ た ので ある 」。
⑥Cは 「そ れ と 同様 に,私 もか れ と 同様 に な る が よ い」。Eも これ に 準 じる 。 他 に 比 べ
こ の両 者 は 梵,蔵 文 に忠 実 で ある 。Fは 「私 もま た か れ と等 しく ある が よ い」。
44.
(a)sayinbuyan「良 い 福 徳」,buyansay圭n「福 徳 の 善行 」 い ずれ も 「普 賢 行 」 の意 。B～
Dは 「普 賢行 を 修行 す るた め 」,Fは 「遍 く普 賢 行 を 活用 して ある た め 私 は」。
㈲m…mjusiri,manjusri,等=Skt.Ma五juξri「文 殊 文 殊 師 利」,中 村p.1369を 参 照 。
B～Dは 「文殊 師利 の 願 の 尊 さ を成 就 した い」,Eは 「文 殊 師 利 の 願 に よ り修 行 す る よ
うつ と め た い」,Fは 「文 殊 菩薩 の願 の道 を 亨 受 す る」。
45,
(a)B,Cこinege(n)は「程 度 」。K1144,D,Ekemjiy・eは「尺 度 」,Fは 「私 の 一 つ の
行 為 は 測 定不 能 と なる が よ い 」,た だ し複 数 を 示 す接 尾 辞 覗dが 解 しに くい。
(b)Cは 「功 徳 を も可 能 と な る が よ い」,た だ しK11446aγIanbariqu廿gei「測 りき る こ
との な い 」で あ るか ら,こ れ以 外 の も ので は 何 ら か の形 式 が 脱落 した もの と見 な し得 る 。
Fは 「功 徳 も測 定 し きれ ぬ も の とな って い くが よ い」,面 に注 意 。
(c)B～Cは 「無 量 行 に よ って 修 行 して 」,Dも こ れ に 準 じる 。Fは 「無 量 行 や 功徳 に安
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住 し」。
(d)1,Rqubilγan・uは「神 変 の」,さ らに 検 討 したい 。DaraqanはSkt・arhan,「阿 羅 漢 」
(中村p.11を 参 照)か,な お検 討 した い 。Eegeri・は 「さが す 」,Fer圭・も同 義 。
46.
(a)K731turuγは 「大 き さ」。Fは 「青 き無 窮 の はず れ の 大 き さ が い かほ どで あ ったに せ
よ」。
(c)jayaγan,kilinこe,茸ileにつ い て は38(a)を参 照 。D,Eulinは 「怒 り」。
47.
(a)aliber,ken等は7(a)を参 照 。Fkijarは正 し くはkiJaγarとある べ き もの。
(b)K731erdenis・iyer拙nejUは「宝 に よ って荘 厳 し」,B以 下 も これ に 準 ず る。
(d)Fは 「土 の よ うに 多数 の劫(に お い て)さ さけ て あ った こ と か ら」,6uに 注意 。
48.
(a)kenは7(a)を参 照 。
(b)Aの み 「菩 提 心 」,他 は梵,蔵 本 を 含 め て全 て 「菩 提 」。Bは 「最 勝 の(菩 提 の)尊 さ
に した が い喜 び 満 足 して 」。
(c)B～EsUsUgt6r6g廿lk廿は 「信 仰 を生 む 」,Fは 「一 度 ほ どで も信 仰 が生 ま れ て あ る
な ら」,こuに注 意 。
(d)E,Fmanglaiは「先 頭 」,F「 福 徳 は これ で あ り,最 先 端 と な る 」 の意 か。 な お検 討
した い 。
49.
(a)ken等は7(a)を参 照 。FbhadraこiriはSkt.bhadracari「普 賢 行 」 を音 写 した もの。
PLB183enenは解 し難 い。eneの誤 刻 か 。B～Dqutuγ γuyu一は 「(菩提 の)尊 さ を
乞 い 願 う」,FirUgel・italbiquは「願 を か け る」。
㈲teb6ikU「捨 て る 」=Skt・varjita,「遠 離 」,中 村P.140を 参 照 。Ctarqaγaquは「散
らす 」,Dtarqaquも正 し くはtarqa7aquとあ るべ き もの 。
(c)C,Dgege・は 「失 う」。F6uに 注 意 。
(d)abida,amindau・a,amidu-a=Skt.㎜itabha,「阿 弥 陀 」,中村p.9を 参 照 。Fこuに 注 意 。
50.
(a)Cは 「か れ ら は善 を 得 て,得 た 喜 びと と もに あ る」,Dは 「か れ ら は良 き利益 を得 た
喜 びを も って暮 し」,Eは 「か れ ら は利 益 を 多 い に得 た こ との 良 き暮 しを」,Fは 「か れ
は 利 益 の よ ろ しき を得 て 安 楽 を 亨受 し」。
(b)石浜 写 本 のbereは解 し難 い 。berの誤 写 と 見 た い。A,C,Dsayijid一,E,F6uに注
意 。Eは 「人 の この 寿 命 に お いて かれ らは 善 来 す る」,Fは 「こ の 寿命 の上 に もか れ は
善 来 す る 」。sayiUlrirek廿=Skt.svagatam,「善 来 」,中 村P.852を 参 照 。
(c)samantabadari等=Skt.Samantha-bhadra「普 賢 」,中 村p.1179を参 照。A～Cの
1)廿gsen彰こ注 意 。
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(d)E6niudal廿geg廿i・eは「長 く経 る こ とな く」,F6niuda1廿geiも同 じ。
51.
(a)tabunjabsarUgeiコSkt.pa負canantariyapi「五 無 間」,中 村p.376を 参 照 。Fは 「無
間 の5種 の重 罪 の 行 為 を」。
(b)ken等は7(c)を参 照 。B～Dは 「誰 で あ れ 無 知 ゆ え に 犯 した の な ら」,Eは 「誰 で あ
れ 知 らざ る ゆ え に犯 した もの た ち」,Fは 「どの人 で あれ 知 らず に犯 した の な ら」。
(c)B～Duri・,Fungsi・は と も に 「唱 え る」。B,Cは 「そ の人 が この 普 賢行 を 唱え れ ば」,
Dは 「そ の 人 が こ の普 賢 行 を もつ も のを 唱 え れ ば」,Eは 「か れ が普 賢 行 の 願 これ を
語 れ ば 」,Fは 「そ の 人 が 願 の王 を唱 え て い れ ば」。
52,
(a)beye「身 体 」 は 梵 文rupa,蔵文gzugs,「色 」(中 村P・574を参 照)に 相 当 す る もの,
次 のaldarはこれ と は別 の もの で あ る か ら,MQng382の よ うに 属 格 語 尾 で接 続 す る の
は お か しい 。Cb三ldar「体 つ き」,B,Dbey・ebildar「体 格 」 と もに 梵 文r如aに 相 当
す る が,こ れ に あ て ら れ る訳 語 はE,F磁rsu(n)が 通 例 。Aaldar「名声 ⊥B～D
belges～belged「しる し」 と もに 梵 文lak§apa,蔵文mtshan(「相 」・ 中村PP・863～4を
参 照)に 相 当 す る も の,E,Flagsa(n)は梵 語 に 遡 る音 写 形 式 。
(b)ijaγur「素 性 」 瓢Skt.varpa「族 姓 」,中 村P・890を 参 照 。Fijuurは口語 を反 映 した
形 式 。6nggeは「色 」,Ujesk通lengは「美」,Eobuγ は 「氏 族」。(aXb)で列挙 さ れ た5
種 の 美点 の最 後 は 梵文gotra「種 姓 」(中 村P・634を参 照)・蔵 文kha・do9「顔 色 」 で あ る
か ら,敢 え て 区 別す る な らEは 梵文 に,他 は 蔵 文 に忠 実 とい うこ と に なろ うか 。 な お検
討 した い 。
(c)Fは 「多 くの 敵 たる 悪 鬼 ど もにか れ は 負 か され な いの で ある」。Fterはtersに基 く逆
形 成 か。
(d)γurbanyirtin猷=Skt・tri-loka「三 界 」・ 中 村PP・456～7を参 照 。Eは 「三 界 にい る も
の全 て が 供 養 す る こ と にな る 」。.
53.
(a)Cの倒 置 に 注 意 。蔵 文 で は 動 詞 は 文 末 に置 かれ て い る。
(b)Fの み構 成 を 異 に す る 。梵,蔵 文 と もA～Eに 平 行 して い る。
(c)B～Dは 「超 越 した 仏 と な り 法 輪 を 転 じて」,Eは 「菩 提 に お いて 成 仏 し法 輪 を転 じ
て 」,Fは 「菩 提 を 得 て成 仏 し法 輪 を説 法 す る ので ある 」。48(b)を参 照 。
⑳B～D6irig,6erigは 「軍 勢 」,Fsimu7はslmnusの誤 刻,selte・ber・iの語 構成 に
は 未詳 の点 が ある 。
54.
(a)ken,ah等は7(a)を参 照 。B,Cは 「誰 で あ れ この 普賢 行 を も った,誓 願 した願 を」,
Fは 「誰 で あ れ また この 至 高 の 願 の王 を」。
(b)Aneke・「訴 え る」,B～Euri・ 「呼 ぶ」,F1皿gsi・「唱 え る 」 は い ずれ も梵 文 γ/d進
「説」(中 村pp.829～30を参 照)に 相 当 す る もの 。B,Cは 「受 持 す る か,説 法す る か,
(152)
呼 ぶ な ら ば」,Dも これ に 準 ず る。Eは 「受持 す る もの と 教 示す る もの ある い は宣 説 す
る もの」,Fは 「受 持 す る もの か教 示 す る もの 唱 え る もの と な る な らば 」。Ebuyuは 一
種 の接 続 詞 と して 機 能 して い る が,こ れ は古 典 期 に な って か ら確 立 され た 用 法 で あ る。
F・ba6uも古典 期 に な って か ら登 場 す る 形 式 で あ る。 樋 口1986,p.018を参 照 。 た だ
し ここ で は譲 歩 の 意 味 と は見 な し難 い 。
(c)aこi茸r-e「報 い(と)果 実 」=Skt.vipaka「果 報 」,「異 熟 」,中 村p.150,p.36を参
照 。Eは 「そ れ がそ の よ うに結 実す る のを 仏 も 御 存知 なの で あ る 」,Fは 「そ の修 行 の
成 果 を 仏 た る 師 も御 存 知 で あ る」。
(d)A,CdegedUquU・γ 「最 勝 の 聖 な る も の」 は 「菩 提 」 の 意 。Edeged直 「最 勝 な る も
の」 も同 義 。qoyars鍼kilbari・で 「二 心 を 抱 く」,石浜 写 本 のよ うにqoyarのみ で は意
味 を弁 じ難 い 。脱 落 と見 る 。Cは 「菩 提 を 得 る こ とに 遅 怠 す べ か らず」 の意 か,な お検
討 した い 。 ま たbUgedが一 種 の 小 詞 と して機 能 して い る こ とに も注意 。B,Dは 「菩 提
を得 る こ とに 疑 心 を生 じるべ か らず 」,Eは 「菩 提 に おい て 疑 心 を 生 じるべ か らず 」,F
もこ れ に準 じる 。41(c)を参 照 。
55.
(a)baγatur「英 雄 」=Skt.60ra「勇」,荻 原p.1344を参 照 。Fbaturは口語 を反 映 した 形
式 。Eは 「文 殊 師 利 な る 勇 者 が どれ ほ どで あ れ 御 存 知 の こ と と」,Fは 「文 殊 師利 な る
勇 者 が ど れほ どで あ れ 御存 知 の こと な らば」。
(b)(c)石浜 写 本 はtereber以下 か らdaγan以 前 まで が 明 らか に脱 落 して い る 。 他 の二 者
に 基 き補 って 訳 出 した 。
(a)Fbuyad・iy(a)nはalephを一 本 欠 く。PLB183のur三muはjorimuの誤 刻 か 。
56.
(b)alimad等は7(a)を参照 。Eは 「誓 願 の何 で あれ 最 勝 と賛 美 した もの で あ るそ れ らに ょ
り」,Fも こ れ に準 じる 。
(c)buyan・uUndUs甑「福 徳 の 根 源 」=Skt.ku謝a「善 根 」,中 村P・849を参 照 。Fは 「私
の こ れ ら の実 行 した 根 源 あ る福 徳 を 」。
(d)Fは 「菩 薩 行 の た め 回 向す る」。
57.
(a)B～FRejiyeは7(a)を参 照 。A,C・dur-iに注 意 。Beこ 田 ・は 「終 る,死 ぬ」,C,
De面d一は 「終 る」,Dn696i・は 「過 ぎる 」,Fは 「い つ で あ れ,私 が通 り過 ぎ る時 に
至 った な ら」。
(b)B,Dは 「一 切 の妨 げで ある 罪 を体 外 に(出 して),清 浄 と して 」。Cは 「一 切 の罪 を,
(すな わ ち)妨 げ と な る もの を体 外 に(出 して),清 浄 と して 」,E,Fは 「一 切 の妨 げが
体外 に(出 て),清 浄 と な って 」。
(d)sukavati=Skt.sukhavati「極 楽」,中 村PP.414～5を参 照 。s廿kevetiはよ り蒙 古 語 化
した形 式 。K731は 「行 きた い 」,B以 下 は全 て概 ね 「行 くが よ い」 で終 って い る 。
58.
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(a)Fの1)asak廿は 「ま た もや」。
(b)B,Cは 「遍 く無余 に 眼前 に あ ら しめ る こ とと な る が よ い」,Dは 「遍 く無 余 に 眼 前 に
あ る こ と に なる が よ い」,Eは 「全 て を無 余 に 眼 前 に あ ら しめ る こと に な る が よい 」,F
は これ に 準 じる 。
(c)CteyinbUged・tUrに注 意 。
(d)kejiyeは7(a)を参 照 。B,Cは 「世 間 に お いて い か ほ どで あ れ,衆 生 に利 益 を 施 した
い」。Fは 「衆 生 を活 用 して 私 は汝 ら の利 益 を な す が よい 」。
59.
(a)mandal=Skt.ma廻ala「曼 茶 羅」,中 村p.1285を参 照 。K731,B,Dで はガ リック字
を 混 用 して表 記 して いる 。Mong382,K731の磁r・i,Cの ・tur・i,・dur-iに注 意 。B,C
は 「喜 ば しい あの 仏 国 土 に お いて 」,Dは 「仏 の美 しい 曼 茶 羅,喜 ば しい あの 国 土 にお
い て 」,Eは 「仏 の曼 茶 羅,美 しく喜 ば しい あ れ にお い て 」,Fも これ に準 じる 。.
(b)lingqu・a=Skt。padma「蓮 華 」,中 村P.1439を 参 照 。badmaは 梵 語 の音 写 。B～D
bUr・Unは仏典 に おい て 多 用 さ れ る形 式 で,本 来 は 繋辞bU・ の準 備 副 動 詞 形 で あ る が,
そ の 意 昧 ・機 能 は 今後 の解 明に ま つ所 が大 きい 。
(c)Fは 「大 覚 た る 阿 弥 陀 の面 前 か ら私 は」。 こ の 聴gedの 用 法 は異 例,な お 検 討 した い。
(d)vivangkirid=Skt.vyakarapa「授 記 」,中 村p.641を 参 照 。 蒙 吉語 形 は 窮 極 的 に は む
しろ 梵 語 の過 去 受 動 分 詞形v頭krtaに遡 る も のか 。Cviyangkiridはよ くこれ と平 行 して
い る 。viv㎝gkiridは蒙 古 語 内 部 に お け る著 しい改 新 を示 す 形 式 で あ り,あ る い は,本 来
は ガ リック文 字 で 表 記 して い た もの を 誤 って蒙 古 文 字 と して 解 釈 した と い う可能 性 も考
え られ る が,な お 今 後検 討 したい 。Fは 「授記 を与 え られ る こ と をそ こで 得 る が よ い」。
60.
(b)k6正ti=Skt.koti「倶 腫 」,中村p.269を 参 照 。Fは 「多 くの百 倶 砥 に もな る変 化 した
身体 を通 じて 」。
(d)Fは 「一 切 衆 生 に 多 くの利 益 を な す が よ い」。
61.
(a)Bは 「普 賢 行 を と も な う願 の 回 向 を 唱 えた こ との 」,Cは 「普 賢 行 を と もな う願 を回
向 した」,Dは 「普賢 行 を と もな うこ の願 を誓 願 した 」,Eは 「普 賢 行 の願 を 唱え た こと
の」,Fは 「普 賢 行 を と もな う願 を か けて 」。
(b)a!i,kedUi等は7(a)を参 照 。B,Cは 「私 の さ ほ ど ば か り積 ん だ そ の福 徳 に よ って」,
Dは 「私 の な にほ ど なが ら も積 んだ そ の 福 徳 に よ って 」,Eは 「福 徳 を少 しば か り私 が
い さ さ か積 ん だ」,Fは 「わ ず か ば か りの 福 徳 を い さ さ か な が ら積 ん だ そ れ に よ って 」。
(c)Mong382,K731は「そ れ に よ って衆 生 の誓 願 で あ る福 徳 が 」,B,Dは 「衆 生 の 回
向 の 一切 の福 徳 が 」,Eは 「そ れ に よ って衆 生 の福 徳 を誓 願 す る こ と が」,Fは 「衆 生 の
誓 願 や 福徳 力{」。
(d)石浜 写 本bUr廿nk廿は解 し難 い 。Mong382に基 き訳 出 す る 。Eは 「一 刹 那 に お いて
全 て を 得 る が よい 」,Fは 「一 つ の一 刹 那 に お いて 全 て 合致 して ゆ くがよ い 」。
(154)
62.
(a)(b)ali,は7(a)を参 照 。 た だ し梵,蔵 文 で はB～Dの よ うに 再度 これ が 使 用 さ れ て はい
な い。B,Cは 「誰 で あ れ普 賢 行 をと もな うこ の 願 を誓 願 す れ ば,無 辺 の 何 で あれ 無 上
の福 徳 に よ って 」,Dの(a)は「誰 で あ れ普 賢 行 を と もな うこ の願 を誓 願 した」,Eは 「普
賢行 の願 を 誓 願 した こ とで,無 辺 とな った至 上 の 福 徳 に よ って」,Fは 普 賢 行 を と もな
う願 を ぱ 回 向 して 得 られ た何 で あ れ無 辺 の 福 徳 こ そ」,Fberは41(c)を参 照 。
(c)B～Dyeke廿s廿nは 「大 きな 水 」,PLB72bandaγdaγsanはba7daγdaγsanとあ るべ
き も の,且lephを一 本 欠 く。D～F6ib・ は 「沈 む 」,Fは 「苦 をそ な え た 大 河 の河 谷 で
沈 みつ つ ある 衆 生 が」。
結 語
(a)Bは 「き わ み の至 上 で あ る こ れ ら誓 願 の 王 が」,Fは 「きわ み の 中 の き わみ で ある こ
の願 の 王 こ そ」,F6uに 注 意 。
(b)B～Eは 「無 辺 の一 切 衆 生 に益 が 生 じ」,Fは 「無 辺 の衆 生 に益 す る もの と な って 」。
(c)Mong382は「普 賢 の飾 った さ だ め が成 就 して 」,K731は 「普 賢 の 飾 った 中心 の 教 え
が成 就 して 」,B～Eは 「普 賢 に よ って 飾 られ た 中 心 が成 就 して 」,Fは 「普 賢 の 飾 りた
て た 中 心 が成 就 して 」。
(d)K731qoγosuraγulquは「空 しい もの とす る」,Bは 「悪趣 の境 界 が 完全 に空 しくな る
がよ い 」,qoγosudaquは「空 しくな る 」,Fは 「悪 化 した 境界 が空 虚 に 至 る が よい 」。
こ の あと さ らにB,D,E,Fに は奥 書 が付 け られ て い る。 これ らを順 に紹 介 しに い 。
なお,解 釈 し難 い箇 所 も少 な か らず あ り,ま た 固 有名 詞 とお ぼ しき 名 前 も登 場 す る 。E
のNom・unDalai以外 は 実 在 した 人 物 と の 同定 が現 状 で は 不 可能 で ある 等,不 備 な点 も多






「「華 厳 経 』 と よ ば れ る も の の 中 の 「入 法 界 品 」 中 の 「樹 の 荘 厳 」 と い わ れ る 経 典 の 種











訳 「『華 厳 経 』 か ら発 した 『普 賢 行 願 讃 』 の 以 前 に 翻 訳 した も の を改 め る が よ い,刻 版 す
　 ソ
る,と の 急 な お こ と ば をV6irayuγuluγ6iの僧 院 の 筆 頭 の ラ マ で あ るSaγsabadが,聞 き
筆 写 し た も の を 勧 め て 戻 す こ と あ た わ ず して,生 得 の あ る い は 後 に 学 ん だ 知 恵 も な い に も
か か わ ら ず,万 能 の 主 た る ラ マErdemilγalUgeiに た よ り な が ら,乏 し い 知 恵 の 働 く 限








「と い う 仏 子 の 修 行 の 大 い な る こ の 願 讃 を,無 限 の 知 恵 あ るNom・undalaiが 翻 訳 し た も
の の 欠 点 の 全 て を,知 者 に 合 掌 し,正 しい も の に よ っ て,Erdenisedkil-tenらの 集 団 の
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